
平
安
時
代
中
後
期
の
里
内
裏
空
間
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中
　
町
　
美
香
　
子

【
要
約
】
　
里
内
裏
は
、
平
安
宮
内
裏
焼
亡
を
契
機
と
し
て
平
安
中
期
に
鳩
現
し
た
京
内
（
里
）
の
天
皇
在
所
で
あ
る
が
、
以
降
、
次
第
に
平
安
宮
内
裏
に

取
っ
て
代
わ
っ
て
い
く
。
里
内
裏
の
空
間
構
造
に
関
し
て
、
そ
の
邸
宅
の
周
囲
三
町
四
方
に
、
大
内
裏
に
擬
せ
ら
れ
る
「
陣
中
扁
と
い
う
空
間
が
存
在
す

る
こ
と
が
、
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
た
。
そ
れ
は
里
内
裏
の
性
格
や
意
義
を
考
察
す
る
上
で
重
要
な
指
摘
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
空
間
の
成
立
や
変

化
な
ど
に
つ
い
て
は
ま
だ
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
考
え
、
本
稿
で
は
そ
の
再
検
討
を
行
っ
た
。
得
ら
れ
た
結
論
は
、
里
内
裏
に
は
、
平
安
宮
内
裏
の
「
陣

中
」
か
ら
連
な
る
衛
門
陣
を
境
界
と
す
る
邸
宅
内
陣
中
と
、
邸
宅
の
外
に
広
が
る
三
町
四
方
の
邸
宅
外
陣
中
の
、
二
つ
の
「
陣
中
」
が
存
在
し
、
邸
宅
外

陣
中
の
確
立
は
＝
世
紀
末
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
確
立
は
里
内
裏
の
一
つ
の
変
質
点
で
あ
り
、
白
河
朝
か
ら
の
、
里
内
裏
本

宮
化
と
い
う
皇
居
制
度
変
革
の
流
れ
の
中
に
位
置
付
け
ら
れ
る
と
考
え
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
八
八
巻
四
号
　
二
〇
〇
五
年
七
月

は
　
じ
　
め
　
に

日
本
古
代
の
都
城
制
は
律
令
国
家
の
秩
序
を
可
視
的
に
体
現
す
る
た
め
の
～
つ
の
装
置
で
あ
っ
た
。
都
城
制
が
成
立
し
て
以
来
、
平
安
時
代

に
至
る
ま
で
、
天
皇
は
宮
都
が
移
っ
て
も
原
則
と
し
て
は
宮
城
の
中
の
内
裏
を
在
所
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、
平
安
時
代
中
期
に
内
裏
焼
亡
を

契
機
と
し
て
、
京
内
（
里
）
の
邸
宅
を
天
皇
在
所
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
里
内
裏
が
発
生
し
、
次
第
に
そ
れ
が
本
来
の
宮
城
内
の
内
裏
に
取
っ
て

代
わ
っ
て
い
く
。



平安時代中後期の里内裏空間（中町）

　
橋
本
義
彦
氏
は
里
内
裏
の
沿
革
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
天
徳
四
年
（
九
六
〇
）
の
平
安
宮
内
裏
焼
亡
以
後
の
仮
皇
居
は
、
初
め
は

後
院
の
制
に
よ
っ
て
後
院
や
そ
れ
に
准
ず
る
殿
第
が
あ
て
ら
れ
て
い
た
が
、
一
条
朝
の
三
度
目
の
焼
亡
を
機
に
、
仮
皇
居
の
対
象
が
一
般
里
第

に
も
拡
大
さ
れ
た
。
次
第
に
焼
亡
後
の
内
裏
造
営
に
歳
月
を
要
す
る
よ
う
に
な
り
、
一
方
で
、
朝
議
に
よ
り
皇
居
と
し
て
造
営
さ
れ
た
里
第
も

現
れ
、
内
裏
と
里
第
皇
居
の
併
用
が
常
態
化
す
る
背
景
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
鳥
羽
朝
で
は
内
裏
と
里
第
皇
居
の
機
能
分
化
が
起
こ
り
、
内
裏

を
晴
の
儀
式
・
祭
祀
の
場
、
里
第
を
常
住
の
皇
居
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
機
能
分
化
に
よ
り
、
里
第
皇
居
に
内
裏
の
規
模
を
取
り
入
れ

る
と
と
も
に
、
特
定
の
里
第
を
本
所
的
な
皇
居
と
す
る
傾
向
が
強
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
つ
い
に
は
焼
亡
後
の
再
建
の
な
い
ま
ま
平
安
宮
内
裏
は

廃
絶
し
、
当
時
の
皇
居
で
あ
っ
た
閑
院
は
名
実
と
も
に
内
裏
に
代
わ
る
皇
居
と
な
る
。
閑
事
廃
絶
後
は
複
数
の
里
第
が
皇
居
と
し
て
使
用
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

た
が
、
や
が
て
土
御
門
東
洞
院
内
裏
が
成
立
す
る
。
太
田
静
六
氏
も
そ
う
し
た
沿
革
を
、
平
安
遷
都
よ
り
天
徳
四
年
の
内
裏
焼
亡
ま
で
の
里
内

裏
発
生
時
代
（
内
裏
全
盛
時
代
）
、
天
徳
四
年
以
降
永
承
三
年
（
～
〇
四
八
）
一
一
月
に
内
裏
が
焼
亡
す
る
ま
で
の
里
内
裏
勃
興
時
代
（
内
裏
受
難

時
代
）
、
永
承
三
年
以
降
平
安
宮
内
裏
の
最
後
の
焼
亡
で
あ
る
承
久
元
年
（
＝
二
九
）
ま
で
の
里
内
裏
全
盛
時
代
（
内
裏
衰
退
時
代
）
、
の
三
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

期
に
区
分
・
整
理
さ
れ
て
い
る
。

　
か
つ
て
、
里
内
裏
は
「
政
所
政
治
」
の
舞
台
と
し
て
評
価
さ
れ
た
が
、
政
所
政
治
論
自
体
が
否
定
さ
れ
、
ま
た
、
里
内
裏
使
用
と
摂
関
政
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

の
盛
衰
と
の
連
動
も
否
定
さ
れ
て
後
は
、
政
治
史
の
中
で
積
極
的
に
評
価
さ
れ
る
こ
と
は
減
り
、
里
内
裏
研
究
は
、
里
内
裏
と
な
っ
た
邸
宅
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

沿
革
や
邸
宅
を
め
ぐ
る
人
間
関
係
、
建
築
学
的
視
点
か
ら
の
殿
舎
構
成
と
そ
の
使
用
法
な
ど
の
検
討
を
通
し
て
進
め
ら
れ
て
き
た
。
そ
れ
ら
の

研
究
に
よ
り
、
個
々
の
里
内
裏
に
つ
い
て
の
知
見
は
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
里
内
裏
と
い
う
皇
居
形
態
の
意
義
や
位
置
付
け
に
関
し
て

は
、
皇
居
あ
る
い
は
政
治
体
制
の
媛
小
化
・
私
的
化
と
い
う
文
脈
や
、
摂
関
家
に
よ
る
天
皇
と
の
親
密
な
関
係
の
強
化
あ
る
い
は
後
宮
の
掌
握

と
い
う
文
脈
な
ど
で
言
及
さ
れ
る
こ
と
は
あ
る
も
の
の
、
い
ま
だ
議
論
は
不
十
分
で
、
明
確
な
里
内
裏
像
を
示
す
に
は
至
っ
て
い
な
い
と
い
え

る
。
都
城
制
か
ら
逸
脱
し
た
、
中
世
以
降
へ
つ
な
が
る
皇
居
形
態
で
あ
る
里
内
裏
が
、
発
生
し
、
定
着
し
、
変
化
す
る
背
景
や
そ
の
影
響
を
評

価
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
橋
本
氏
や
太
田
氏
が
示
さ
れ
た
沿
革
か
ら
も
里
内
裏
に
い
く
つ
か
の
変
質
点
は
想
定
で
き
る
が
、
そ
れ
ら
の
研
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究
は
全
体
的
な
流
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
た
め
、
個
々
の
変
化
に
つ
い
て
あ
ま
り
深
い
検
討
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
ず
は
そ
う

し
た
点
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
こ
う
し
た
研
究
状
況
の
中
で
、
飯
淵
康
一
氏
は
里
内
裏
の
空
間
構
造
に
関
し
て
、
新
た
な
視
点
を
示
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
「
里
内
裏

に
達
て
も
、
大
内
裏
に
比
す
べ
き
陣
中
と
呼
ば
れ
る
三
町
四
方
の
領
域
が
存
在
し
た
。
こ
の
住
宅
に
開
か
れ
た
門
は
内
裏
門
に
、
こ
の
住
宅
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

り
一
町
先
の
辻
々
に
設
け
ら
れ
た
陣
口
は
宮
城
門
に
擬
さ
れ
た
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
指
摘
は
す
で
に
里
内
裏
の
空
間
構
造
を
研
究
す

る
上
で
の
共
通
認
識
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
知
見
を
前
提
と
し
て
、
近
年
、
野
口
孝
子
氏
に
よ
り
、
平
安
末
期
以
降
の
画
院
内
裏
の
構
造
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

い
て
詳
細
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
さ
ら
に
時
代
の
く
だ
る
南
北
朝
・
室
町
期
の
里
内
裏
の
空
間
構
造
に
つ
い
て
も
、
高
橋
康
夫
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

や
桃
前
簾
一
郎
氏
の
研
究
が
あ
る
。
斎
言
氏
が
こ
の
空
間
を
王
宮
の
権
威
の
標
識
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
天
皇
在
所
を
体
現

で
き
る
も
の
で
あ
り
、
里
内
裏
と
い
う
空
間
の
性
質
や
里
内
裏
の
意
義
を
考
察
す
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
飯
淵
氏
の
砺
究
は
陣
中
と

い
う
空
間
の
成
立
や
変
化
な
ど
の
点
で
、
ま
だ
不
明
瞭
あ
る
い
は
不
十
分
な
点
が
あ
り
、
検
討
の
余
地
が
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
里
内
裏
「
陣
中
」
を
里
内
裏
発
生
の
初
期
か
ら
再
検
討
し
て
い
き
た
い
。
そ
の
際
、
ま
ず
は
、
平
安
宮
に
お
い
て

「
陣
中
」
と
呼
ば
れ
る
空
間
が
そ
も
そ
も
ど
の
よ
う
な
空
間
で
あ
っ
た
の
か
を
検
討
し
、
そ
れ
と
対
比
し
つ
つ
、
「
陣
中
」
空
間
が
里
内
裏
に

お
い
て
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
、
ま
た
、
変
化
し
た
の
か
を
改
め
て
検
討
し
て
い
く
。

　
①
橋
本
義
彦
「
里
内
裏
」
（
門
平
安
京
の
邸
第
』
望
稜
舎
、
一
九
八
七
年
、
初
出
は
　
　
六
年
、
初
出
は
　
九
七
六
年
）
な
ど
。

　
　
～
九
八
一
年
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
飯
淵
康
～
『
平
安
時
代
貴
族
住
宅
の
研
究
㎞
（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
〇

　
②
太
田
静
六
「
平
安
時
代
に
お
け
る
里
内
裟
の
概
観
」
（
『
寝
殿
造
の
研
究
』
吉
川
　
　
四
年
）
、
太
田
静
六
『
寝
殿
造
の
研
究
匝
（
前
掲
）
、
朧
谷
寿
・
加
納
重
文
・
高
橋

　
　
弘
文
館
、
一
九
八
七
年
、
初
出
は
一
九
五
五
年
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
康
夫
編
『
平
安
京
の
邸
第
㎞
（
前
掲
）
、
川
本
重
雄
「
土
御
門
鳥
丸
内
裏
の
復
原
的

　
③
土
田
直
鎮
「
摂
関
政
治
に
関
す
る
二
、
三
の
疑
問
」
（
『
奈
良
平
安
時
代
史
研
　
　
研
究
」
（
㎎
日
本
建
築
学
会
論
文
報
告
集
』
三
三
五
、
一
九
八
四
年
）
、
溝
口
正
人

　
　
究
㎞
吉
川
弘
文
館
、
～
九
九
二
年
、
初
出
は
一
九
六
～
年
）
、
橋
本
義
彦
「
摂
関
　
　
　
　
　
「
弊
宅
儀
礼
か
ら
み
た
里
内
裏
の
殿
舎
構
成
一
里
内
裏
の
建
築
様
式
に
関
す
る

　
　
政
治
論
」
（
糊
平
安
貴
族
社
会
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
六
年
、
初
出
は
一
　
　
　
　
研
究
（
そ
の
一
）
1
扁
（
㎎
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
㎞
五
〇
四
、
一
九
九

　
　
九
六
八
年
）
、
同
「
貴
族
政
権
の
政
治
構
造
漏
（
明
平
安
貴
族
』
平
凡
社
、
一
九
八
　
　
　
　
　
八
年
）
、
同
「
［
内
裏
躰
扁
の
系
譜
－
里
内
裏
の
建
築
様
式
に
関
す
る
研
究
（
そ
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の
2
）
1
」
（
呪
日
本
建
纂
学
会
計
画
迷
論
文
集
』
五
八
八
、
二
〇
〇
五
年
）
、

　
そ
の
ほ
か
多
く
の
研
究
が
あ
る
。

⑤
飯
淵
康
一
「
平
安
時
代
黒
内
裏
住
宅
の
空
間
的
秩
序
（
二
）
f
粟
粥
、
陣
中

　
及
び
門
の
用
法
i
」
（
前
掲
著
書
、
初
出
は
～
九
八
四
年
）
。

⑥
野
口
孝
子
「
閑
院
内
裏
の
空
問
構
造
－
領
域
と
諸
白
の
機
能
一
扁
（
噸
日
本

　
歴
史
㎞
六
七
四
、
二
〇
〇
四
年
忌
。

⑦
高
橋
康
夫
門
室
町
期
京
都
の
都
市
空
間
i
室
町
殿
と
相
国
寺
と
土
御
門
内

　
裏
」
（
噸
中
世
都
市
研
究
9
　
政
権
都
市
臨
毅
人
物
往
来
社
、
二
〇
〇
四
年
）
、
桃

　
崎
有
一
郎
「
中
世
里
内
裏
陣
中
の
構
造
と
空
間
的
性
質
に
つ
い
て
1
公
家
社
会

　
の
意
識
と
門
宮
中
」
の
治
安
一
」
（
『
史
学
』
七
三
－
二
・
三
、
一
　
○
〇
四
年
）
。

平
安
宮
に
お
け
る
「
陣
中
」

平安時代中後期の里内裏空問（中町）

　
里
内
裏
の
発
生
以
前
か
ら
、
平
安
宮
に
も
「
陣
中
」
は
存
在
し
た
。
本
章
で
は
ま
ず
、
平
安
宮
内
に
お
け
る
「
陣
中
」
が
ど
こ
を
指
し
、
い

か
な
る
空
間
で
あ
っ
た
の
か
を
考
え
た
い
。

　
初
め
に
諸
衛
府
が
守
衛
し
て
い
た
場
所
を
確
認
し
て
お
く
。

　
平
安
時
代
の
衛
府
制
は
左
右
近
衛
府
・
左
右
衛
門
府
・
左
右
兵
衛
府
の
六
衛
府
制
で
あ
っ
た
。
『
延
喜
式
』
に
よ
れ
ば
、
閤
門
の
開
閉
は
近

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

衛
が
行
い
、
宮
門
の
閉
門
は
衛
門
府
宇
部
が
行
い
、
ま
た
、
宮
城
門
は
衛
門
府
衛
士
が
守
衛
す
る
、
と
あ
る
。
儀
式
書
を
見
る
と
内
裏
で
行
わ

れ
る
儀
式
で
は
、
承
明
門
を
近
衛
が
開
き
、
建
豊
門
を
兵
衛
が
開
く
こ
と
が
わ
か
る
。
『
北
山
抄
』
巻
第
九
の
「
行
幸
」
に
は
「
宮
門
〈
衛
門

所
守
謂
之
宮
門
〉
」
（
〈
〉
は
割
注
。
以
下
同
様
）
と
あ
る
。
ま
た
、
『
延
喜
式
』
中
務
省
詩
話
条
か
ら
、
宮
門
の
門
籍
は
衛
門
が
、
留
書
の
門
籍
は

兵
衛
が
管
掌
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
平
安
時
代
の
諸
衛
府
の
守
衛
分
級
と
し
て
は
、
宮
城
門
は
衛
門
府
衛
士
、
宮
門
の
外

側
は
衛
門
府
門
部
、
宮
門
内
側
か
ら
閤
門
外
側
は
兵
衛
府
、
閤
門
内
側
は
近
衛
府
と
い
う
規
定
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
ま
た
、
門
に
つ
け
ら
れ

　
　
②

た
別
称
や
古
記
録
類
の
記
事
か
ら
判
断
す
る
と
、
門
で
の
各
衛
府
の
主
た
る
陣
の
位
置
は
、
左
衛
門
陣
が
建
春
門
、
右
衛
門
陣
が
宜
黒
門
、
左

兵
衛
陣
が
宣
埋
門
、
右
兵
衛
陣
が
陰
明
門
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
近
衛
陣
に
関
し
て
は
、
左
近
陣
座
の
位
置
は
周
知
の
通
り
激
震
殿
の
東

　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

北
廊
で
あ
り
、
ま
た
、
警
固
の
際
の
陣
も
門
前
で
は
な
く
、
左
近
衛
府
が
小
庭
、
右
近
衛
府
が
射
庭
と
さ
れ
、
他
の
四
衛
府
と
は
や
や
異
な
る

が
、
別
称
か
ら
す
れ
ば
、
門
と
し
て
は
左
近
衛
陣
が
日
華
門
、
右
近
衛
陣
が
月
華
門
と
考
え
ら
れ
る
。
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平安宮模式図

（宮城門）

建春門
左衛門陣〉

N

宣幽門
左兵衛陣）

（宮門）

（i｝Nド1】）

　内裏

口絹目

ll　目

中重

　看［秋門

（右衛門陣）

　陰明門孟
（右兵衛陣）

日華門

左近衛二
月華門

右近鱒

平安宮

え
、
～
○
世
紀
後
半
成
立
の
『
新
儀
式
』
「
天
皇
遷
御
事
」

平
、
七
社
、
〉
奉
幣
、
告
以
遷
御
内
裏
、
〈
貞
観
七
年
、

例
也
、
〉
」
と
あ
っ
て
、
太
政
官
や
東
宮
な
ど
の
宮
門
外
は
宮
城
門
内
で
も
「
国
外
」
と
意
識
さ
れ
る
空
間
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
古
記
録

類
に
お
い
て
は
、
『
貞
信
公
記
抄
』
延
喜
＝
年
（
九
＝
）
一
〇
月
二
九
日
条
に
あ
る
「
依
犬
死
繊
、
不
参
陣
中
、
是
依
内
記
」
が
早
い
例
で

あ
ろ
う
。
以
降
、
こ
れ
ら
の
語
句
は
散
見
す
る
が
、
便
宜
的
に
分
類
し
て
み
る
と
、
そ
の
使
用
場
面
は
、
繊
に
関
し
て
、
御
物
忌
に
関
し
て
、

仏
事
や
僧
に
関
し
て
（
特
に
神
事
と
の
関
係
で
）
、
そ
の
他
（
特
権
的
待
遇
を
示
す
も
の
な
ど
）
、
と
な
る
。
で
は
、
そ
の
範
囲
に
つ
い
て
考
え
る
。

　
ま
ず
、
薇
に
関
し
て
は
、
た
と
え
ば
、
御
許
御
ト
で
は
内
裏
に
繊
が
あ
る
と
き
に
号
外
で
外
記
に
付
す
例
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
が
衛
門
陣

地
で
あ
る
こ
と
は
、
『
北
山
抄
』
巻
第
二
「
（
六
月
）
十
日
里
山
卜
事
」
の
「
禁
中
有
臓
者
、
立
案
於
左
衛
門
三
軸
、
令
外
記
申
事
由
」
や
『
江

　
さ
て
、
そ
れ
で
は
、
次
に
「
陣
中
」
「
二
一
」
の
範
囲
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

　
「
陣
中
」
「
陣
外
」
と
い
う
語
句
自
体
は
普
通
名
詞
で
、
文
字
通
り
「
陣
の
中
」
「
陣
の

外
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
先
に
見
た
い
ず
れ
の
陣
に
つ
い
て
も
そ
の
語
句
は
使
わ
れ
得

る
。
圃
日
本
国
語
大
辞
典
』
（
第
二
版
、
小
学
館
）
の
「
陣
申
」
の
項
に
は
、
そ
の
意
味
の
一

つ
と
し
て
「
内
裏
の
内
部
。
近
衛
府
が
警
衛
を
管
轄
す
る
」
と
あ
り
、
こ
こ
で
は
陣
中
を

内
裏
閤
門
内
と
解
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
「
陣
中
」
「
陣
外
」
と
い
う
語
句
で
示
さ
れ
る

陣
が
宮
城
門
、
宮
門
、
閤
門
の
ど
の
陣
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
い
ず
れ
の
陣
で
も
使
用

さ
れ
る
語
句
で
あ
る
の
か
、
以
下
で
そ
れ
を
確
認
し
て
い
く
。

　
「
陣
中
」
「
嘗
胆
」
は
あ
る
場
所
を
正
確
に
示
す
語
句
で
は
な
い
た
め
か
、
正
史
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

る
六
国
史
に
は
、
衛
府
名
を
伴
わ
ず
単
独
で
使
わ
れ
る
こ
れ
ら
の
語
句
は
見
ら
れ
な
い
。

儀
式
書
で
は
、
『
儀
式
』
巻
第
十
の
「
駅
伝
儀
」
に
す
で
に
「
陣
外
」
と
い
う
語
句
が
見

　
　
　
に
は
「
又
従
陣
外
可
還
御
本
宮
、
前
七
八
日
、
鎧
鼠
伊
勢
大
神
宮
井
十
～
社
く
寛

従
太
政
官
御
仁
中
殿
、
寛
平
三
年
、
自
東
宮
入
御
内
裏
、
応
和
元
年
、
従
冷
泉
院
還
御
清
涼
殿
之
時
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平安1辱代中後期の里内裏空聞（申町）

家
次
第
』
の
同
様
の
記
載
か
ら
わ
か
る
。
神
事
が
職
の
た
め
号
外
で
行
わ
れ
る
例
は
多
い
が
、
『
北
山
抄
』
巻
第
四
「
雑
機
事
」
の
「
春
華
門

　
〔
屋
イ
〕

二
恩
繊
、
或
為
内
裏
繊
、
或
不
可
機
、
建
春
愁
等
陣
准
之
、
近
例
、
皆
為
面
懸
、
但
内
裏
有
爵
時
、
於
件
陣
定
行
神
事
、
依
陣
外
歎
」
や
、
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

二
条
の
記
事
を
い
く
つ
か
の
史
料
で
見
比
べ
る
こ
と
で
、
そ
の
陣
が
や
は
り
宮
門
の
衛
門
陣
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
『
日
本
雨
垂
』
仁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

和
二
年
（
八
八
六
）
九
月
一
二
日
韓
に
は
、
「
宮
門
左
右
衛
門
電
命
内
」
に
あ
る
画
所
に
識
が
あ
っ
た
際
、
禁
中
磯
と
判
断
さ
れ
、
伊
勢
奉
幣
の

天
皇
臨
御
が
停
止
さ
れ
、
建
春
門
前
で
告
文
が
授
け
ら
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
や
は
り
宮
門
が
境
界
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
中
重
の
機
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

宮
中
繊
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
触
糠
に
よ
り
参
入
し
な
い
と
す
る
例
も
多
く
見
え
る
が
、
そ
れ
も
衛
門
陣
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

素
服
を
着
し
た
り
除
服
し
た
り
す
る
慮
外
も
衛
門
陣
外
で
あ
る
。
遺
勲
や
二
軍
を
主
計
で
奏
す
る
、
陣
中
の
識
を
避
け
る
た
め
瀕
死
の
人
物
を

陣
外
に
出
す
、
御
産
の
た
め
陣
外
に
出
る
等
、
臓
に
関
し
て
陣
中
・
陣
外
の
語
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
多
い
が
、
先
に
見
た
よ
う
な
例
か
ら
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

断
ず
る
に
、
そ
れ
ら
も
衛
門
陣
外
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
次
に
物
忌
で
あ
る
が
、
天
皇
の
御
物
忌
の
際
に
陣
中
に
籠
も
り
候
ず
と
い
う
記
事
は
し
ば
し
ば
見
え
る
。
『
春
記
』
長
暦
二
年
（
～
〇
三
八
）

一
〇
月
二
八
日
条
に
「
女
院
今
夜
退
出
給
、
子
時
岩
出
給
、
予
至
朔
平
門
留
候
、
自
明
日
内
御
物
恩
、
傍
不
退
出
也
、
蒙
殿
下
御
気
色
也
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

あ
る
こ
と
か
ら
、
宮
門
が
御
物
忌
の
境
界
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
仏
事
関
連
で
は
、
『
九
暦
』
天
慶
三
年
（
九
四
〇
）
七
旦
＝
日
条
の
「
祈
年
穀
奉
幣
使
被
奉
送
十
八
社
、
於
左
衛
門
陣
立
件
使
、
六
月
中
宮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
外
〕

御
薬
事
脇
息
不
平
給
、
傍
修
善
不
断
、
因
之
於
陣
之
所
行
也
」
や
唱
導
記
』
長
暦
元
年
（
一
〇
三
七
）
七
月
二
日
条
の
「
従
今
日
於
霊
殿
寮
有

宮
御
修
法
〈
今
度
忍
所
被
行
也
、
大
僧
正
勤
仕
、
今
夜
奉
仕
御
加
持
、
四
日
依
神
事
於
碧
羅
所
悪
行
也
、
（
後
略
）
〉
」
等
の
例
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
こ

こ
で
の
陣
外
も
や
は
り
衛
門
陣
外
で
あ
り
、
神
事
と
仏
事
を
一
緒
に
は
行
え
な
い
、
そ
の
領
域
の
境
界
は
衛
門
陣
で
あ
る
。
僧
綱
や
内
供
の
慶

は
陣
外
で
奏
す
る
が
、
『
北
山
抄
』
巻
第
九
「
除
目
奏
慶
事
」
や
『
侍
中
群
要
』
第
十
「
慶
賀
奏
」
の
記
載
よ
り
、
そ
れ
が
真
平
門
外
や
修
明

門
外
な
ど
宮
門
外
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
『
小
右
記
』
寛
和
元
年
（
九
八
五
）
五
月
＝
B
条
に
は
「
伝
聞
、
従
昨
日
弘
徽
章
女
御
於

桂
芳
坊
令
行
修
法
、
〈
律
師
正
葬
云
々
、
〉
女
御
於
陣
中
修
法
、
往
古
不
聞
、
可
尋
事
也
」
と
あ
り
、
桂
芳
坊
が
陣
中
と
呼
ば
れ
る
空
間
に
含
ま
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れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
『
古
暦
』
天
暦
四
年
（
九
五
〇
）
七
月
一
一
日
条
の
、
皇
太
子
居
所
に
関
連
し
て
の
「
先
例
貞
観
隠
里
右
大
臣
良
相
卿
給
曹
司
於

中
里
、
臣
下
已
候
陣
中
、
然
則
此
度
太
子
以
桂
芳
房
欲
為
宿
鷹
」
は
、
特
権
的
待
遇
に
関
し
て
の
陣
中
の
使
用
例
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
陣
中
は

桂
芳
坊
を
含
む
衛
門
陣
内
で
あ
る
。
ま
た
、
賛
車
に
関
し
て
も
「
陣
中
配
車
」
な
ど
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
る
が
、
こ
の
陣
中
も
宮
門
内
を
指
す

　
　
　
　
　
⑬

と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
場
面
で
使
用
さ
れ
る
「
陣
中
」
「
心
外
」
の
陣
は
衛
門
陣
を
指
す
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
近
衛

陣
を
指
す
と
推
測
で
き
る
例
も
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。

　
た
と
え
ば
、
『
侍
中
群
要
』
第
十
「
所
々
別
当
事
」
に
は
「
但
被
補
陣
中
所
々
別
当
者
、
令
奏
慶
由
、
〈
陣
中
謂
近
衛
陣
内
、
（
後
略
）
〉
」
と
あ

⑭る
。
な
お
、
近
衛
陣
と
い
う
の
は
こ
の
場
合
、
所
の
例
と
し
て
校
書
殿
、
内
賢
所
、
進
物
所
、
御
厨
子
所
、
黒
黒
、
作
物
所
な
ど
が
あ
が
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
日
華
門
・
月
華
門
で
は
な
く
、
閤
門
内
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
㎎
北
山
抄
』
巻
第
九
「
陣
中
事
」
に
は
、

「
大
都
陣
中
雑
事
、
近
衛
府
可
糺
可
也
、
（
中
略
）
外
衛
番
上
以
下
蝉
茸
侯
、
不
能
入
近
衛
陣
中
、
〈
中
隔
以
内
、
是
近
衛
陣
中
也
、
吉
上
近
衛
候
閤

門
搬
、
謂
之
七
転
、
兵
衛
陣
不
知
其
中
事
、
〉
傍
外
衛
督
佐
随
身
等
、
脱
却
兵
具
、
入
港
門
耳
、
和
徳
門
井
摘
陣
内
、
近
衛
府
、
殿
上
人
外
惣
不
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

也
」
と
あ
り
、
こ
の
「
陣
中
」
も
文
申
に
明
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
近
衛
陣
中
を
指
し
、
そ
の
範
囲
は
中
隔
以
内
で
あ
る
。
通
常
、
中
隔

（
中
暑
）
は
宮
門
と
務
田
の
問
の
空
間
を
指
す
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
場
合
は
後
の
文
か
ら
し
て
も
中
隔
以
内
は
閤
門
以
内
を
指
す
と
考
え
る

　
　
　
　
　
　
　
⑯

の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
、
平
安
宮
内
の
「
陣
中
」
「
陣
外
」
と
呼
ば
れ
る
空
間
を
見
た
。
衛
門
陣
の
置
か
れ
た
宮
門
内
内
裏
の
空
間
、
兵
衛
陣
が
置
か
れ
近
衛

の
管
轄
下
に
あ
っ
た
閤
門
内
内
裏
の
空
間
は
共
に
そ
の
内
外
が
「
陣
中
」
「
民
謡
」
と
呼
ば
れ
る
空
間
で
あ
っ
た
が
、
一
方
、
宮
城
門
内
全
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

に
関
し
て
「
陣
中
」
「
陣
外
」
と
い
う
語
句
が
使
わ
れ
る
例
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
語
句
の
使
用
例
の
多
く
を

占
め
た
の
は
、
織
や
御
物
忌
や
仏
事
・
神
事
領
域
や
特
権
的
待
遇
の
問
題
等
で
最
も
意
識
さ
れ
た
衛
門
陣
を
境
界
と
す
る
空
間
で
あ
っ
た
と
い
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え
る
。

　
で
は
、
宮
門
内
の
こ
の
範
囲
が
「
陣
中
」
と
表
現
さ
れ
、
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
い
つ
で
あ
ろ
う
か
。

　
宮
門
内
空
間
の
前
身
は
、
か
つ
て
南
北
に
連
な
っ
て
い
た
大
極
殿
院
と
内
裏
の
二
つ
の
空
間
を
囲
む
内
裏
外
郭
、
南
を
大
極
殿
門
で
仕
切
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

れ
た
空
間
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
宮
門
内
空
間
は
も
と
は
大
極
殿
と
内
裏
と
い
う
、
共
に
天
皇
の
空
問
と
い
え
る
両
者

を
内
包
し
て
い
た
垣
の
内
側
の
空
間
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
段
階
で
は
さ
ら
に
南
に
朝
堂
の
建
ち
並
ぶ
空
間
が
続
い
て
い
た
が
、
大

極
殿
院
・
朝
堂
空
間
と
内
裏
空
間
の
分
離
に
よ
り
、
内
裏
と
そ
れ
を
囲
む
空
間
が
独
立
し
た
天
皇
空
間
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

よ
り
建
礼
門
を
天
皇
空
間
の
正
門
と
し
て
、
建
業
門
前
大
祓
や
大
庭
儀
も
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
九
世
紀
半
ば
以
降
、
大
極

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

殿
・
豊
楽
院
か
ら
内
裏
へ
の
儀
式
・
政
務
の
集
中
が
起
こ
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
内
裏
空
間
を
内
包
す
る
宮
門
内
空
間
を
「
天
皇
空
間
」
と

し
て
強
く
意
識
し
、
重
視
す
る
傾
向
が
強
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
そ
の
た
め
そ
の
空
間
の
内
外
を
わ
け
る
衛
門
陣
が
境
界
と
し
て
定
着
し
、

単
に
「
陣
中
」
「
陣
外
」
と
い
う
語
句
で
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
な
お
、
平
安
宮
の
中
腰
空
間
に
は
中
和
院
、
内
膳
司
、
釆
女
町
、
要
所
、
桂
芳
二
等
の
施
設
が
あ
っ
た
。
中
和
院
は
新
嘗
祭
や
神
今
迄
祭
な

ど
を
行
う
場
所
で
あ
り
、
内
膳
司
は
天
皇
の
食
事
を
用
意
す
る
所
で
あ
っ
て
、
こ
の
空
間
に
存
在
し
た
施
設
は
い
ず
れ
も
天
皇
と
密
接
な
関
係

を
も
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

以
上
、
平
安
宮
に
お
け
る
「
陣
中
」
空
間
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
で
は
、
章
を
改
め
て
里
内
裏
に
お
け
る
「
陣
中
」
空
間
を
検
討
す
る
。

①
門
延
喜
式
臨
左
右
近
衛
府
閤
門
条
、
左
右
衛
門
府
閑
門
条
、
左
右
衛
門
府
衛
門

　
条
。

②
槻
拾
芥
抄
㎞
中
宮
城
部
第
十
九
。

③
上
古
は
宜
陽
殿
西
庇
に
あ
っ
た
と
す
る
説
が
あ
る
。

④
『
西
宮
記
隔
（
故
実
叢
書
本
。
以
下
同
）
五
三
「
賀
茂
祭
事
」
な
ど
。

⑤
「
近
衛
陣
偏
「
衛
門
陣
」
「
兵
衛
陣
」
や
近
衛
陣
を
示
す
と
思
わ
れ
る
「
陣
頭
」

　
な
ど
は
見
ら
れ
る
。
な
お
、
宮
城
以
外
の
、
戦
に
お
け
る
陣
や
行
幸
の
列
に
お
け

　
る
陣
な
ど
は
対
象
外
。

⑥
た
と
え
ば
、
噸
小
右
記
暁
寛
仁
二
年
（
　
〇
一
八
）
五
月
二
四
日
条
の
「
今
日

於
陣
外
被
立
量
・
貴
布
祢
唖
依
内
確
蕩
門
督
実
成
行
乙
は
・
百
本

　
紀
略
㎞
同
日
条
に
「
奉
幣
丹
貴
二
社
、
依
祈
爾
也
、
但
於
左
衛
門
陣
外
被
発
遣
之
、

　
宣
命
以
不
礒
紙
用
之
、
不
奏
聞
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
陣
外
が
左
衛
門
陣
外
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を
指
す
こ
と
が
わ
か
る
。

⑦
画
所
の
位
置
は
『
西
宮
記
』
巻
八
「
所
々
事
」
に
よ
れ
ば
、
「
五
重
門
内
東
腋

　
御
書
所
南
」
で
あ
る
。

⑧
ほ
か
の
例
と
し
て
は
、
門
小
右
記
㎞
長
元
元
年
（
一
〇
二
八
）
二
月
三
〇
日

　
条
で
は
中
和
院
の
門
内
の
微
は
宮
中
微
と
認
識
さ
れ
る
よ
う
で
あ
っ
た
し
、
『
中

　
右
記
』
長
治
元
年
（
～
～
〇
四
）
コ
月
＝
日
条
で
は
桂
芳
坊
の
繊
も
ま
た
禁

　
中
礒
と
な
る
よ
う
で
あ
っ
た
。

⑨
た
と
え
ば
、
『
左
経
記
㎞
長
元
七
年
（
一
〇
三
四
）
八
月
一
〇
日
条
で
は
「
及

　
午
刻
侍
従
中
納
言
相
共
参
内
、
立
春
花
門
下
招
頭
弁
、
〈
今
朝
触
書
艶
之
人
着
座

　
愚
宅
、
又
中
納
醤
御
家
有
犬
死
云
々
、
冊
共
立
陣
外
、
〉
」
と
あ
り
、
こ
の
陣
外
が

　
春
花
門
外
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

⑩
欄
権
記
』
寛
弘
八
年
（
～
○
＝
）
＝
月
一
七
日
置
に
朔
平
門
に
出
て
素
撮

　
を
着
し
た
例
や
八
省
院
で
着
し
た
例
な
ど
が
引
か
れ
て
い
る
。

⑪
た
だ
し
、
隅
親
信
卿
記
㎞
天
禄
三
年
（
九
七
二
）
＝
荷
六
日
掛
で
、
触
薇
に

　
よ
り
、
天
文
博
士
安
倍
晴
明
は
「
右
兵
衛
山
外
」
で
天
文
奏
を
奏
さ
せ
て
い
る
。

　
左
兵
衛
陣
と
左
衛
門
陣
が
近
接
し
て
い
る
の
に
対
し
、
右
兵
衛
陣
と
右
衛
門
陣
は

　
離
れ
て
お
り
、
そ
の
間
の
空
間
に
は
中
和
院
や
内
膳
司
な
ど
の
施
設
が
存
在
す
る

　
た
め
、
左
衛
門
陣
と
右
衛
門
陣
で
は
若
干
認
識
が
異
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、

　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
な
お
検
討
を
要
す
る
。

⑫
ほ
か
に
は
、
『
九
条
殿
記
短
天
慶
五
年
（
九
四
二
）
九
月
二
日
条
の
上
野
諸
牧

　
駒
牽
の
記
事
に
「
仰
云
、
今
年
殿
上
侍
臣
等
可
給
源
馬
年
期
、
而
依
御
物
忌
侍
臣

等
不
覗
耀
・
須
准
判
例
於
中
戸
令
取
煮
改
大
庭
装
墓
墨
摺
霊
」
と
あ

　
る
よ
う
に
、
御
物
忌
に
参
箭
し
て
い
る
侍
臣
等
は
中
重
ま
で
は
出
る
こ
と
が
で
き

　
た
が
陣
外
に
は
出
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
例
な
ど
。
な
お
、
御
物
忌
の
範
囲
は

　
衛
門
陣
で
あ
る
が
、
「
陣
申
に
候
ず
扁
と
い
う
場
合
、
文
脈
に
よ
っ
て
は
左
近
衛

　
陣
な
ど
衛
門
陣
よ
り
内
の
陣
を
指
し
て
い
る
場
合
も
あ
ろ
う
。

⑬
た
と
え
ば
、
証
左
経
記
』
万
寿
五
年
（
｝
〇
二
八
）
六
月
一
九
日
条
や
七
月
六

　
日
条
に
一
品
宮
（
禎
子
内
親
王
）
が
皇
太
子
（
敦
良
親
王
）
の
居
住
す
る
内
裏
に

　
参
入
す
る
記
事
で
陣
中
羅
（
車
）
と
あ
る
が
、
七
月
二
日
条
の
退
出
の
際
、
北
陣

　
（
朔
平
門
）
で
螢
車
か
ら
核
榔
毛
車
に
乗
り
換
え
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ

　
の
陣
中
は
衛
門
陣
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
『
延
喜
式
騙
瀬
瀬
で
も
「
凡
乗
車
出

　
二
宮
城
門
者
、
妃
巴
下
、
大
臣
嫡
妻
已
上
限
宮
門
外
」
と
あ
り
、
妃
以
下
大
臣
嫡

　
妻
以
上
は
宮
門
外
ま
で
乗
車
が
許
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

⑭
『
北
山
抄
』
巻
第
九
門
初
任
事
」
に
も
同
様
の
陣
中
（
と
そ
の
対
に
な
る
陣

　
外
）
が
見
え
る
。

⑮
『
西
宮
記
』
巻
八
に
載
せ
る
帯
剣
人
作
法
で
「
外
衛
督
佐
随
身
於
陣
外
解
弓
箭
、

　
入
近
衛
陣
中
」
と
あ
る
の
も
同
様
な
例
で
あ
る
。

⑯
「
中
隔
」
は
「
中
重
」
「
中
戸
」
と
も
表
記
さ
れ
る
。
そ
の
語
句
が
指
す
の
は
必

　
ず
し
も
米
噸
と
宮
門
の
問
の
空
間
だ
け
で
は
な
く
、
宮
門
も
中
重
と
呼
ば
れ
る
こ

　
と
が
あ
り
、
ま
た
、
長
楽
門
の
座
が
中
事
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

⑰
隅
侍
中
群
書
隔
第
八
「
御
轡
使
事
鳳
に
あ
る
「
陣
中
之
間
、
令
持
小
舎
人
〈
割

　
注
略
〉
前
行
至
門
乗
車
」
の
「
陣
中
」
は
宮
城
内
全
体
を
指
す
よ
う
に
読
め
る
。

　
た
だ
し
、
同
じ
く
「
御
書
使
事
」
の
別
の
箇
所
に
使
用
さ
れ
て
い
る
「
陣
中
」
に

　
は
富
門
内
を
指
す
も
の
も
あ
り
、
な
お
検
討
の
余
地
は
あ
る
。
ま
た
、
後
の
史
料

　
で
は
宮
城
門
に
門
陣
頭
」
（
『
中
右
記
町
長
治
二
年
一
〇
月
一
〇
日
条
な
ど
）
、
宮

　
城
門
内
に
「
陳
中
」
（
『
丘
ハ
範
記
㎞
仁
安
一
二
年
一
一
月
二
〇
日
条
な
ど
）
の
語
を
使

　
下
し
て
い
る
と
読
め
る
例
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
第
三
章
で
述
べ
る
里
内

　
裏
の
使
用
法
か
ら
の
逆
の
影
響
の
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

⑱
発
掘
調
査
に
よ
り
藤
原
宮
や
平
城
宮
な
ど
で
、
そ
の
よ
う
な
内
裏
外
郭
の
存
在

　
が
推
測
さ
れ
て
い
る
。

⑲
三
宅
和
朗
「
古
代
大
祓
の
基
礎
的
考
察
」
（
欄
古
代
国
家
の
神
祇
と
祭
祀
』
吉
川

　
弘
文
館
、
一
九
九
五
年
、
初
出
は
～
九
九
〇
年
）
、
神
谷
正
畠
「
平
安
宮
の
大
庭

　
と
儀
式
」
（
糊
国
史
学
輪
　
一
五
　
二
、
一
九
九
四
年
）
な
ど
。

⑳
　
神
谷
正
関
門
紫
庚
殿
と
節
会
」
（
『
古
代
文
化
』
四
三
…
＝
一
、
一
九
九
一
年
）
、
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古
瀬
奈
津
子
門
平
安
時
代
の
「
儀
式
」
と
天
皇
扁
（
魍
日
本
古
代
王
権
と
儀
式
翫
吉

　
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
年
、
初
出
は
一
九
八
六
年
）
な
ど
。

⑳
平
城
宮
の
中
重
に
椙
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
内
裏
北
方
空
間
に
も
内
膳
司
が
あ

　
つ
た
可
能
性
が
、
発
掘
調
査
の
結
果
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
『
平
城
宮
発
掘
調

査
報
告
W
腕
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
、
一
九
七
六
年
）
。

二
　
里
内
裏
に
お
け
る
「
陣
中
」
⑦
　
　
里
内
裏
邸
宅
内
陣
中
一

　
「
は
じ
め
に
」
で
記
し
た
よ
う
に
、
飯
淵
康
一
氏
は
、
大
内
裏
に
比
す
べ
き
陣
中
と
呼
ば
れ
る
三
町
四
方
の
領
域
が
、
里
内
裏
に
存
在
す
る

こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
「
里
内
裏
住
宅
と
し
て
用
い
ら
れ
た
一
町
四
方
の
地
の
周
囲
を
陣
中
と
見
倣
す
考
え
方
は
、
す
で
に
一
一
世

紀
初
期
の
一
条
大
宮
殿
に
於
て
見
ら
れ
る
。
（
中
略
）
里
内
裏
発
生
期
に
は
す
で
に
陣
中
の
概
念
が
生
じ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と

述
べ
ら
れ
て
い
て
、
こ
の
三
町
四
方
の
陣
中
が
里
内
裏
発
生
期
か
ら
　
貫
し
て
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
窺
え
る
。
し
か
し
、
そ

れ
に
は
疑
問
が
あ
る
。
ま
た
、
前
章
で
見
た
よ
う
に
里
内
裏
が
発
生
す
る
以
前
か
ら
平
安
宮
内
裏
に
も
「
陣
中
」
と
呼
ば
れ
る
空
間
が
あ
っ
た
。

そ
の
空
間
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
改
め
て
里
内
裏
陣
中
を
検
討
し
た
い
。

1
　
里
内
裏
邸
宅
内
陣
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
ま
ず
、
里
内
裏
に
お
け
る
近
衛
・
衛
門
・
兵
衛
の
陣
の
位
置
を
、
前
章
と
同
様
、
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　
『
小
右
記
』
長
和
五
年
（
一
〇
一
六
）
正
月
二
九
日
条
に
は
、
同
日
践
回
し
た
後
一
条
天
皇
の
在
所
で
あ
る
土
御
門
第
に
お
け
る
陣
に
つ
い

て
、
「
左
大
臣
命
下
官
云
、
左
衛
門
・
左
兵
軍
陣
可
候
東
門
、
右
衛
門
・
右
兵
衛
可
候
西
門
、
馬
場
末
門
全
可
閑
、
其
門
西
門
、
又
西
門
之
南

門
井
北
面
門
等
、
枝
首
台
十
日
可
召
武
者
」
と
記
さ
れ
る
。
後
朱
雀
天
皇
は
長
暦
四
年
（
一
〇
四
〇
）
一
〇
月
二
二
日
に
教
通
二
曲
乗
に
遷
御

し
た
が
、
『
春
記
』
同
日
条
に
「
（
前
略
）
東
対
南
又
庇
為
重
座
、
〈
割
注
略
〉
左
近
陣
等
在
其
癖
東
間
云
々
、
（
中
略
）
西
中
門
翼
廊
為
右
近
陣
、

（
中
略
）
以
東
門
外
藤
左
衛
門
左
兵
衛
陣
、
〈
割
注
略
〉
西
御
門
外
為
右
衛
門
右
兵
衛
陣
〈
割
注
略
〉
」
と
あ
る
。
ま
た
、
時
期
は
く
だ
る
が
、
『
兵
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範
記
』
久
寿
二
年
（
一
一
五
五
）
七
月
二
四
日
条
で
は
、
こ
の
日
践
酢
し
た
後
白
河
天
皇
が
在
所
と
し
た
高
松
殿
に
剣
璽
渡
御
が
行
わ
れ
た
際
、

「
右
衛
門
留
門
外
、
兵
衛
在
中
門
外
、
近
衛
入
中
門
」
と
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
概
ね
衛
門
陣
は
邸
宅
の
門
外
に
、
兵
衛
陣
は
門
外
あ
る
い
は
門
内
（
中
門
外
）
に
、
近
衛
陣
は
中
門
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
『
吾
妻
鏡
』
建
長
二
年
（
＝
一
五
〇
）
三
月
一
日
条
に
よ
れ
ば
、
そ
の
当
時
の
閑
院
で
は
東
四
足
門
に
左
衛
門
陣
、
西
四
足
門
に
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

陣
、
東
棟
門
（
東
面
北
門
）
に
左
兵
言
誤
、
西
棟
門
（
西
面
北
門
）
に
右
兵
衛
陣
が
置
か
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
門
が
複
数
あ
る
場

合
に
は
衛
門
陣
と
兵
衛
陣
が
そ
れ
ぞ
れ
別
に
置
か
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
左
右
に
つ
い
て
は
平
安
宮
内
裏
に
合
わ
せ
て
多
く
は
東
に
左
、
西
に

右
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
も
邸
宅
の
事
情
に
よ
っ
て
、
逆
に
な
る
こ
と
や
北
門
や
南
門
に
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
古
記
録
な
ど
に
見
え
る
里
内
裏
で
の
諸
儀
式
の
記
事
で
は
、
邸
宅
の
中
門
は
時
儀
に
よ
り
日
華
門
・
月
華
門
の
ほ
か
承
明
門
に
擬
せ
ら
れ
る
。

た
と
え
ば
、
行
幸
の
際
、
平
安
宮
内
裏
で
は
通
常
承
明
門
や
宣
陽
門
な
ど
の
閤
門
を
出
る
と
き
に
御
輿
の
綱
を
張
る
仰
が
あ
る
が
、
里
内
裏
で

は
中
門
を
出
る
と
き
に
仰
せ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
こ
の
場
合
に
は
邸
宅
の
中
門
は
閤
門
に
相
当
す
る
と
認
識
さ
れ
て
い
る
。
邸
宅
の
門
に
つ

い
て
は
、
『
春
記
』
長
久
元
年
（
一
〇
四
〇
）
＝
月
～
四
日
条
で
里
内
裏
二
条
第
の
東
面
北
門
が
朔
平
門
と
さ
れ
る
一
方
、
長
暦
三
年
（
一
〇

ヨ
九
）
～
二
月
｝
二
日
条
で
は
里
内
裏
土
御
門
殿
北
門
が
玄
輝
門
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
邸
宅
門
に
兵
衛
陣
が
置
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
よ
う

に
、
閤
門
に
も
擬
せ
ら
れ
る
が
、
通
常
は
宮
門
と
認
識
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
天
皇
が
行
幸
先
か
ら
還
御
し
た
と
き
に
は
、

平
安
宮
内
裏
で
は
建
礼
門
等
の
宮
門
の
前
で
麻
を
神
祇
官
が
献
じ
て
祓
を
行
う
が
、
こ
れ
は
里
内
裏
で
も
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
場
所
が
里
内

裏
の
邸
宅
の
門
外
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
邸
宅
門
が
平
安
宮
の
宮
門
に
相
当
す
る
と
い
え
る
。

　
そ
れ
で
は
、
次
に
里
内
裏
に
お
け
る
「
陣
申
」
「
陣
外
」
を
見
て
い
き
た
い
。

　
確
か
に
、
「
陣
中
」
「
陣
外
」
と
い
う
語
句
は
里
内
裏
で
も
一
一
世
紀
の
初
頭
に
は
使
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
史
料
に
散
見
す
る
。
し
か
し
、

そ
れ
ら
が
す
べ
て
三
町
四
方
と
言
わ
れ
る
陣
中
を
指
す
わ
け
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
指
す
範
囲
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　
先
行
研
究
に
一
一
世
紀
の
陣
中
概
念
の
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
『
春
記
』
長
暦
四
年
（
一
〇
四
〇
）
九
月
一
六
日
条
に
は
、
「
内
膳
在
陣
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平安時代中後期の里内裏空間（中町）

外
、
〈
上
東
門
院
内
也
、
〉
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
九
月
九
日
に
土
御
門
内
裏
が
焼
亡
し
、
後
朱
雀
天
皇
が
母
親
の
上
策
門
院
の
在
所
で
あ
る
故
惟
憲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

宅
に
移
っ
た
と
き
の
こ
と
で
あ
る
。
さ
て
、
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
こ
の
故
惟
憲
宅
の
場
所
で
あ
る
。
こ
の
宅
は
陽
明
門
番
と
い
わ
れ
、

『
日
本
紀
略
』
長
和
五
年
（
一
〇
一
六
）
七
月
二
〇
日
条
に
「
火
起
上
東
上
鞘
、
京
極
西
、
万
里
小
路
東
、
至
子
二
条
焼
亡
、
近
江
守
立
憲
朝

臣
愛
憐
炎
上
之
始
、
摂
政
上
東
門
第
不
免
煙
焔
」
と
あ
り
、
ま
た
、
『
小
右
記
』
寛
仁
二
年
（
一
〇
｝
八
）
六
月
二
七
日
条
に
「
今
夜
大
殿
悪
臣

上
東
門
第
云
々
、
春
宮
亮
惟
憲
宅
在
大
殿
西
隣
、
新
造
、
今
夜
同
時
移
徒
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
道
長
土
御
門
第
の
西
隣
の
、
近
衛
大
路
重
富

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

小
路
西
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
後
朱
雀
天
皇
在
所
で
あ
る
故
惟
転
宅
の
東
隣
の
土
御
門
第
（
上
東
門
院
）
が
「
陣
外
」
と
認
識

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
陣
の
範
囲
は
明
ら
か
に
邸
宅
内
外
（
す
な
わ
ち
衛
門
陣
内
外
）
を
分
け
る
も
の
で
あ
り
、
邸
宅
外
に
広
が
る
三

町
四
方
の
陣
中
概
念
と
は
別
の
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
＝
ハ
一
条
で
は
内
膳
が
先
の
里
内
裏
で
あ
っ
た
土
御
門
第
に
残
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
記
す
が
、
御
物
忌
に
関
し
て
「
御
飯
等
今
夜
可
諸
候
由
、
又
所
々
御
膳
等
同
率
籠
之
旨
等
、
仰
蔵
入
公
基
了
」
と
あ
り
、
二
四
日
条

に
も
「
自
今
日
四
馬
日
御
物
忌
也
、
〈
内
膳
御
飯
等
可
候
御
物
忌
解
由
、
昨
日
擁
壁
仰
了
、
依
陣
外
也
、
〉
」
と
あ
っ
て
、
わ
ざ
わ
ざ
御
飯
を
籠
候
さ
せ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
土
御
門
第
は
御
物
忌
に
候
ず
る
場
所
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　
ま
た
、
一
一
世
紀
末
の
史
料
と
な
る
が
、
『
中
右
記
』
寛
治
八
年
（
一
〇
九
四
）
正
月
七
日
条
に
は
「
検
非
違
使
心
当
陣
外
〈
二
条
堀
川
之
辻

也
、
〉
弾
出
帆
間
」
と
あ
り
、
こ
の
と
き
里
内
裏
は
堀
川
院
で
あ
る
の
で
、
そ
の
邸
宅
の
北
西
角
に
あ
た
る
辻
が
陣
外
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ

　
　
　
　
⑥

と
が
わ
か
る
。
こ
れ
も
ま
た
邸
宅
内
外
を
分
け
る
陣
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
「
陣
中
」
「
陣
外
」
が
衛
門
陣
、
す
な
わ
ち
邸
宅
内
外
を
境
界
と
す
る
こ
と
が
わ
か
る
も
の
は
ほ
か
に
も
見
え
る
。

　
た
と
え
ば
、
『
春
記
』
の
天
喜
二
年
（
～
〇
五
四
）
五
月
二
日
条
で
は
皇
后
が
里
内
裏
四
条
宮
よ
り
退
出
す
る
が
、
「
於
右
衛
門
陣
外
乗
移
穣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

榔
毛
車
、
（
中
略
）
以
尋
常
車
入
陣
中
、
依
聖
帝
渾
乗
移
給
歎
」
と
あ
り
、
右
衛
門
陣
内
が
陣
中
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
職
や
御
物
忌
等
に
関
し
て
は
平
安
宮
内
裏
と
同
じ
く
陣
中
・
異
型
の
語
句
が
し
ば
し
ば
使
用
さ
れ
る
。
繊
に
よ
り
悲
劇
に
候
ず
る
等
の
例
が

あ
る
が
、
『
中
右
記
』
永
長
二
年
（
｝
〇
九
七
）
三
月
六
日
条
で
、
藤
原
宗
忠
が
塁
内
裏
閑
院
に
参
り
、
左
衛
門
等
外
に
立
っ
て
奏
さ
せ
た
の
も
、
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内
裏
繊
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
、
様
の
範
囲
が
衛
門
陣
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
。
同
様
に
、
寛
治
六
年
（
｝
〇
九
二
）
六
月
一
日
条
で
も
、
神
祇

官
人
が
禁
中
糠
に
よ
り
里
内
裏
堀
川
院
の
右
衛
門
陣
外
で
御
零
物
を
議
論
に
付
し
て
供
し
て
い
る
。
ま
た
、
韻
塞
や
遺
令
を
遣
外
で
奏
す
る
例

も
見
え
る
が
、
た
と
え
ば
、
『
為
房
卿
記
』
応
徳
二
年
（
一
〇
八
五
）
＝
月
二
八
日
条
に
は
里
内
裏
三
条
殿
の
右
衛
門
陣
外
に
前
東
宮
亮
が
参

っ
て
遺
令
を
伝
え
る
記
事
が
あ
り
、
そ
の
陣
外
も
衛
門
陣
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
『
中
右
記
』
承
徳
二
年
（
一
〇
九
八
）
三
月
二
八
玉
条
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
門
脱
力
〕

皇
居
近
辺
の
火
災
に
よ
り
宗
忠
は
里
内
裏
で
あ
る
高
富
院
へ
馳
せ
参
る
が
、
「
依
野
服
者
不
参
陣
中
、
〈
昨
日
奉
幣
後
患
也
、
V
候
右
識
語
外
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

あ
り
、
こ
の
陣
も
衛
門
陣
か
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
御
物
忌
の
範
囲
が
邸
宅
内
で
あ
る
こ
と
は
初
め
に
あ
げ
た
『
春
記
』
の
例
か
ら
わ
か
る
が
、
『
長
秋
記
』
天
永
二
年
（
＝
＝
）
八

月
＝
二
日
条
か
ら
も
推
測
で
き
る
。
｝
四
日
の
相
撲
人
御
覧
の
た
め
、
内
御
物
恩
に
よ
り
相
撲
人
等
を
籠
ら
せ
る
と
い
う
記
事
で
、
「
相
撲
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
裏
力
〕

隠
里
催
籠
右
兵
衛
陣
、
右
衛
門
陣
辺
候
云
々
、
件
兵
衛
陣
大
家
中
門
也
、
而
里
亭
号
衛
門
陣
外
也
、
難
非
器
物
忌
之
由
、
依
無
所
准
内
裏
令
墨

譜
、
左
又
候
左
兵
衛
、
左
衛
門
陣
辺
云
々
」
と
あ
る
。
や
や
文
意
を
と
り
か
ね
る
部
分
も
あ
る
も
の
の
、
平
安
宮
内
裏
で
は
兵
衛
陣
は
内
裏
中

門
で
あ
る
が
、
里
内
裏
で
は
衛
門
陣
外
に
あ
り
、
御
物
忌
に
候
ず
る
場
所
で
は
な
い
の
だ
が
、
場
所
が
な
い
の
で
平
安
宮
内
裏
に
な
ら
っ
て
こ

こ
に
候
じ
さ
せ
る
、
と
い
う
よ
う
な
意
味
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
「
内
裏
中
門
」
と
は
養
老
宮
衛
令
宮
閤
門
条
の
古
記
に
あ
る
中
門
（
す
な
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

ち
宮
門
）
で
は
な
く
、
先
に
見
た
里
内
裏
の
中
門
の
例
に
な
ら
っ
て
閤
門
の
こ
と
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
大
治
二
年
（
＝
二
七
）
｝

一
月
二
三
日
条
で
も
「
臨
時
祭
依
御
物
忌
、
内
府
已
下
藩
候
、
陪
従
依
仰
籠
左
衛
門
陣
、
件
陣
已
陣
外
也
、
何
為
御
物
忌
内
乏
し
と
あ
り
、
衛

門
陣
は
陣
外
で
、
や
は
り
御
物
忌
に
候
ず
る
範
囲
に
入
っ
て
い
な
い
と
と
れ
る
。

　
仏
事
に
関
し
て
も
、
た
と
え
ば
、
仏
事
の
問
神
事
を
陣
外
で
行
う
、
神
事
の
問
仏
事
を
陣
外
で
行
う
な
ど
の
例
が
見
え
る
が
、
『
本
朝
世

紀
』
久
安
三
年
（
＝
四
七
）
七
月
二
〇
日
条
に
は
、
御
読
経
を
行
っ
て
い
る
た
め
左
衛
門
陣
で
丹
生
貴
布
祢
両
社
奉
幣
使
が
立
て
ら
れ
た
こ

と
が
記
さ
れ
、
や
は
り
仏
事
と
神
事
を
一
緒
に
行
わ
な
い
境
界
が
衛
門
陣
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
花
山
朝
以
前
に
お
い
て
、
里
内
裏
で
「
陣
中
」
「
理
外
」
と
い
う
語
句
が
使
用
さ
れ
て
い
る
例
は
発
見
で
き
て
い
な
い
が
、
一
条
朝
の
～
条
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院
（
一
条
大
宮
殿
）
以
降
、
里
内
裏
に
お
い
て
も
こ
れ
ら
の
語
句
は
散
見
す
る
。
そ
の
す
べ
て
に
つ
い
て
範
囲
を
明
確
に
で
き
る
わ
け
で
は
な

い
が
、
先
に
見
た
機
や
御
物
忌
の
例
な
ど
か
ら
類
推
し
て
、
平
安
宮
内
裏
で
用
い
ら
れ
る
の
と
同
様
な
用
例
（
繊
に
関
し
て
、
御
物
忌
に
関
し
て
、

仏
事
神
事
に
関
し
て
等
）
で
見
え
る
「
陣
中
」
「
陣
外
」
の
範
囲
は
、
里
内
裏
に
お
い
て
も
衛
門
陣
の
あ
る
邸
宅
門
を
境
界
と
し
て
い
る
と
解
す

る
こ
と
が
で
き
㌔
・

　
以
上
、
本
節
で
は
、
里
内
裏
で
も
邸
宅
門
に
あ
る
衛
門
陣
を
境
と
し
て
「
陣
中
」
「
陣
外
」
と
い
う
語
句
が
使
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
稼
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

御
物
忌
な
ど
の
境
界
で
あ
る
こ
と
を
見
た
。
こ
れ
は
第
＝
草
で
見
た
平
安
宮
内
裏
の
「
陣
中
」
を
踏
襲
す
る
も
の
で
、
ご
一
世
紀
に
も
こ
の
空

間
意
識
が
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

2
　
星
内
裏
の
中
重

平安時代中後期の里内裏空間（中町）

　
里
内
裏
が
平
安
宮
内
裏
を
い
か
に
模
し
た
の
か
を
検
討
す
る
上
で
、
興
味
深
い
事
例
が
あ
る
。
一
条
院
が
里
内
裏
で
あ
っ
た
と
き
の
も
の
で

あ
る
。

　
『
権
記
』
長
保
元
年
（
九
九
九
）
七
月
；
百
条
に
、
臨
時
仁
王
会
の
「
飾
殿
分
」
に
つ
い
て
「
紫
黒
殿
分
業
爾
殿
、
仁
寿
殿
内
用
西
対
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御

綾
綺
諸
分
用
東
国
、
清
涼
殿
下
用
中
殿
、
承
明
門
欝
欝
西
中
門
、
建
樋
門
分
可
用
西
門
井
織
部
司
南
門
等
間
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る

の
は
西
門
と
並
ん
で
織
部
司
南
門
に
も
割
礼
門
分
を
あ
て
よ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
織
部
司
は
一
条
院
の
南
隣
に
位
置
す
る
が
、
こ

の
官
司
自
体
は
一
条
院
と
は
別
の
建
物
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
南
門
は
建
礼
門
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
の
使
用
が
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

あ
り
、
た
と
え
ば
、
長
保
二
年
（
一
〇
〇
〇
）
正
月
七
日
、
白
馬
節
会
が
太
皇
太
后
崩
御
に
よ
り
停
止
さ
れ
た
が
、
御
津
御
覧
は
行
わ
れ
、
大

庭
よ
り
左
衛
門
陣
前
、
陽
明
門
を
経
て
織
部
司
南
門
よ
り
参
入
し
て
い
る
（
圃
妙
音
院
相
国
白
馬
節
会
解
毒
）
。
ま
た
、
後
一
条
朝
で
も
噸
五
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
・
）
　
　
　
　
　
　
〔
下
〕

記
』
寛
仁
元
年
（
…
○
一
七
）
＝
一
月
二
七
日
条
に
「
以
下
織
部
司
南
門
1
自
車
、
古
塁
中
、
出
自
東
門
、
入
自
左
衛
門
陣
、
以
申
剋
著
座
」

と
あ
る
。
誤
字
の
た
め
か
文
意
不
明
瞭
な
部
分
も
あ
る
が
、
参
内
す
る
際
に
織
部
司
南
門
を
里
内
裏
の
最
も
外
の
門
と
し
て
下
車
し
、
脳
内
を
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通
っ
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
だ
ろ
う
。
織
部
司
南
門
を
建
礼
門
と
し
て
、
南
面
だ
け
で
は
あ
る
が
、
形
式
的
に
平
安
宮
内
裏
の
閤
門
・
宮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

門
の
二
重
構
造
を
踏
襲
し
よ
う
と
し
た
と
い
え
る
。
織
部
司
南
門
を
建
猛
撃
に
擬
す
る
の
で
あ
る
か
ら
織
部
司
の
空
間
は
中
冬
に
相
当
す
る
。

『
権
記
』
長
保
二
年
九
月
二
六
日
条
に
は
、
御
物
忌
の
日
に
織
部
司
よ
り
御
服
綾
を
進
上
し
た
が
、
「
彼
司
如
中
隔
、
傍
非
畢
宿
」
と
記
さ
れ

る
。
中
重
空
間
で
あ
る
た
め
御
物
忌
に
候
ず
る
範
囲
に
入
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
一
条
院
は
こ
の
よ
う
に
平
安
宮
内
裏
の
宮
門
・
閤
門
の
二
重
構
造
を
模
し
た
。
更
に
外
に
宮
城
門
に
相
当
す
る
も
の
が
置
か
れ
て
い
な
か
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

た
こ
と
は
、
先
の
『
左
経
記
』
の
門
前
下
車
の
例
か
ら
も
推
測
で
き
る
。

　
し
か
し
、
こ
れ
は
特
殊
な
例
で
あ
っ
た
。
あ
る
い
は
、
ほ
か
の
里
内
裏
に
お
い
て
も
こ
の
二
重
構
造
を
模
倣
す
る
つ
も
り
は
あ
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
が
、
南
に
一
般
の
邸
宅
が
あ
る
場
合
ふ
そ
の
中
を
通
る
こ
と
な
ど
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
黙
礼
門
的
な
も
の
を
邸
宅
の
門
よ

り
も
外
に
設
定
す
る
こ
と
は
見
え
ず
、
邸
宅
の
門
が
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
一
条
院
の
例
は
里
内
裏
の
空
間
構
造
の
原
理

が
定
ま
る
前
の
過
渡
期
を
示
す
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
で
は
そ
の
後
の
黒
内
裏
で
は
中
重
は
ど
の
よ
う
に
意
識
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
里
内
裏
に
お
い
て
は
兵
衛
陣
と
衛
門
陣
は
同
じ
よ
う
な
場
所
に
陣
を
構
え
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
こ
こ
か
ら
す
れ
ば
、

平
安
宮
に
見
え
る
よ
う
な
、
兵
衛
陣
と
衛
門
陣
の
間
の
空
間
と
い
う
重
重
は
設
定
し
が
た
い
と
考
え
ら
れ
る
。
『
侍
中
肝
要
』
第
八
「
仰
華
車

宣
旨
事
」
に
、
通
常
な
ら
ば
近
衛
・
兵
衛
・
衛
門
す
べ
て
の
陣
に
仰
が
あ
る
の
に
対
し
、
「
若
御
他
所
之
時
、
只
仰
一
陣
、
依
笹
戸
重
欺
」
と

あ
る
の
は
、
そ
の
現
れ
で
あ
ろ
う
。

　
南
門
で
は
な
く
北
門
に
関
し
て
で
あ
る
が
、
『
春
記
』
長
暦
三
年
（
｝
〇
三
九
）
一
二
月
二
一
日
条
に
は
「
内
大
臣
長
女
参
入
於
北
冥
下
云
々
、

〈
以
北
御
門
為
玄
輝
門
、
然
雪
下
朔
平
門
程
可
下
給
敷
如
何
、
而
近
々
御
所
、
〉
」
（
里
内
裏
は
土
御
門
第
）
と
あ
っ
て
、
こ
こ
で
は
邸
宅
北
門
を
兵
衛
陣

に
あ
た
る
玄
輝
門
に
あ
て
、
そ
こ
か
ら
距
離
を
は
か
っ
て
衛
門
陣
に
あ
た
る
朔
平
門
を
想
定
し
、
下
車
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
便
宜
的
な
中
重
を
作
り
出
し
て
い
る
例
は
ほ
か
に
も
あ
る
。

　
嘉
保
三
年
目
一
〇
九
六
）
正
月
二
六
日
に
、
藤
原
嫁
星
は
中
重
雛
車
宣
旨
を
、
源
俊
房
は
賛
車
宣
旨
を
受
け
た
。
平
安
宮
な
ら
ば
中
皮
楚
車
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平安時代中後期の里内裏空間（中町）

宣
旨
は
閤
門
ま
で
、
叢
車
宣
旨
は
宮
門
ま
で
、
と
い
う
差
が
あ
る
。
こ
の
と
き
里
内
裏
は
閑
院
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
場
合
の
中
言
は
ど
う
で
あ

っ
た
だ
ろ
う
か
。
師
実
は
二
月
一
〇
日
に
慶
賀
の
た
め
参
内
す
る
。
『
中
右
記
』
同
日
条
に
は
「
質
料
参
内
給
、
於
二
条
西
洞
院
民
放
御
車
牛
、

及
左
兵
衛
陣
手
引
、
〈
不
令
具
螢
車
坐
也
、
〉
」
と
あ
り
、
牛
車
に
乗
っ
て
参
内
し
た
師
実
は
二
条
西
洞
院
辻
で
牛
を
放
ち
、
手
引
さ
れ
て
兵
衛
陣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

ま
で
行
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
『
後
二
条
師
通
記
』
で
は
「
於
西
洞
癌
辺
相
去
六
七
丈
許
也
、
殿
下
自
二
選
云
々
」
と
あ
り
、
ま
た
、
衛
門
陣

か
ら
入
っ
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
を
考
え
合
わ
せ
る
な
ら
、
写
実
は
辻
か
ら
六
七
丈
ほ
ど
の
兵
衛
陣
で
下
車
し
、
歩
い
て
衛

門
陣
か
ら
入
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
一
方
、
俊
房
は
二
月
二
七
日
に
慶
賀
に
参
内
す
る
。
『
中
右
記
』
に
は
「
於
二
条
町
尻
馬
移
乗
明

車
、
於
東
三
条
西
門
北
辺
下
書
車
」
と
あ
り
、
二
条
町
尻
辻
で
牛
車
か
ら
忍
車
に
乗
り
換
え
て
、
東
三
条
西
門
北
辺
で
下
車
し
た
こ
と
が
わ
か

⑮る
。
西
洞
院
に
は
川
が
あ
っ
た
の
で
、
俊
房
は
川
の
反
対
側
の
東
三
条
第
側
で
下
車
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
さ
て
、
師
実
と
俊
房
の
差
は
、

す
な
わ
ち
そ
れ
が
中
継
空
間
で
あ
る
が
、
師
実
が
兵
衛
陣
ま
で
車
に
乗
っ
て
い
た
の
に
対
し
、
俊
房
は
東
三
条
西
門
北
辺
ま
で
で
あ
っ
た
と
い

　
　
　
　
　
　
⑯

う
点
の
み
で
あ
る
。
邸
宅
門
と
辻
の
間
の
わ
ず
か
な
空
間
に
、
便
宜
的
に
中
震
空
間
を
想
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
『
勲
記
撫
永
承
七
年
（
一
〇

五
二
）
八
月
四
B
条
に
は
「
神
人
立
左
衛
門
陣
下
、
可
在
中
戸
之
外
豊
里
題
下
云
々
、
傍
惚
下
云
々
」
と
あ
る
。
こ
の
と
き
里
内
裏
は
冷
泉
院

で
あ
っ
た
が
、
愁
訴
の
た
め
集
ま
っ
た
神
人
は
中
戸
（
中
重
）
の
外
に
あ
る
べ
し
と
い
う
仰
に
よ
り
退
職
し
た
と
あ
る
。
こ
の
場
合
、
左
衛
門

陣
内
か
ら
陣
外
へ
退
下
し
た
可
能
性
と
、
左
衛
門
陣
外
か
ら
更
に
遠
く
へ
退
下
し
た
可
能
性
が
あ
り
、
前
者
は
邸
宅
内
に
中
重
が
、
後
者
は
邸

宅
外
に
中
重
が
想
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
斑
入
が
邸
宅
門
内
ま
で
進
入
し
た
と
は
考
え
が
た
い
た
め
、
後
者
と
解
釈
し
て
お
き
た
い
。
具
体
的

に
ど
こ
ま
で
退
い
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
先
の
例
に
合
わ
せ
る
な
ら
公
辺
ま
で
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

　
こ
の
よ
う
に
、
一
条
院
以
外
の
里
内
裏
で
は
、
結
局
、
平
安
宮
の
よ
う
な
、
中
子
の
あ
る
宮
門
・
備
蓄
の
二
重
構
造
を
模
倣
す
る
こ
と
は
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

き
ず
、
邸
宅
と
そ
れ
に
接
す
る
路
の
範
囲
に
衛
門
陣
や
申
重
が
あ
る
一
重
構
造
と
な
っ
た
。
平
安
宮
宮
門
内
の
範
囲
は
里
内
裏
で
は
邸
宅
門
内

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
里
内
裏
は
新
た
な
二
重
構
造
を
作
り
出
し
た
。
そ
れ
が
、
邸
宅
外
に
広
が
る
三
町
四
方
の
陣
中
空
間
で
あ
る
。

　
①
飯
淵
前
掲
論
文
（
は
じ
め
に
注
⑤
）
に
お
い
て
も
、
住
宅
の
礼
側
の
四
足
門
が
　
　
建
礼
門
や
黒
藻
門
に
擬
さ
れ
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。
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②
こ
の
と
き
の
閑
院
の
造
営
プ
ラ
ン
に
関
し
て
は
野
口
葡
掲
論
文
（
は
じ
め
に
注

　
⑥
）
に
詳
し
い
。

③
貴
族
邸
宅
内
の
、
中
門
や
廊
に
よ
る
二
重
構
造
は
、
内
裏
の
日
華
門
・
月
華

　
門
・
脇
差
等
に
よ
る
二
重
構
造
と
共
通
す
る
。
川
本
重
雄
「
貴
族
住
宅
」
（
『
絵
巻

　
物
の
建
築
を
読
む
無
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
六
年
）
。

④
『
扶
桑
略
記
』
長
暦
四
年
（
～
〇
四
〇
）
九
月
～
○
日
章
。

⑤
『
春
記
』
長
暦
四
年
（
一
〇
四
〇
）
～
○
月
二
二
日
条
に
は
恩
遇
二
条
第
へ
遷

　
御
し
た
際
の
記
事
を
載
せ
る
が
、
そ
の
行
幸
経
路
が
「
出
西
門
〈
此
間
人
々
騎
馬

　
云
々
、
〉
北
行
、
更
自
近
衛
御
門
大
路
東
行
、
又
三
豊
院
東
大
路
南
行
、
幸
内
大

　
臣
二
条
第
、
〈
入
自
西
門
、
〉
」
と
あ
り
、
こ
れ
が
正
し
い
な
ら
雪
嵐
宅
は
近
衛
御

　
門
大
路
よ
り
は
南
、
東
洞
院
大
路
よ
り
は
西
に
位
置
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
し

　
か
し
、
遷
御
先
を
決
め
る
際
、
南
坤
と
さ
れ
た
吉
方
に
二
条
第
の
位
置
が
あ
た
る

　
こ
と
（
同
年
九
月
＝
～
日
直
・
一
四
日
条
）
、
ま
た
、
九
月
九
日
条
で
神
鏡
を
焼

　
け
跡
か
ら
探
し
求
め
た
藤
原
黒
房
が
そ
れ
を
天
皇
在
所
に
移
す
際
、
「
出
西
陣

　
〈
焼
亡
御
門
也
、
（
中
略
）
〉
南
行
、
〈
富
小
路
、
〉
入
院
東
門
到
中
門
之
間
、
供
奉

　
官
人
等
暫
留
石
突
」
と
あ
っ
て
、
上
東
門
院
在
所
は
窟
小
路
に
東
門
の
あ
る
位
置

　
で
あ
る
ら
し
き
こ
と
等
か
ら
、
や
は
り
、
後
朱
雀
天
皇
が
遷
御
し
た
惟
憲
宅
は
土

　
御
門
第
七
隣
で
あ
る
と
考
え
る
。

⑥
堀
川
院
の
三
町
四
方
の
陣
中
の
北
側
の
境
界
は
冷
泉
小
路
に
あ
た
る
。

⑦
桃
七
山
は
前
掲
論
文
（
は
じ
め
に
注
⑦
）
で
、
こ
の
門
陣
中
」
も
三
町
四
方
の

　
陣
中
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
史
料
は
、
里
内
裏
の
中
に
普
通

　
の
車
を
引
き
入
れ
る
こ
と
は
揮
り
が
あ
る
の
で
、
邸
宅
内
は
手
始
を
用
い
、
右
衛

　
門
葉
で
車
に
乗
り
換
え
た
と
解
し
た
方
が
よ
い
だ
ろ
う
。

⑧
右
兵
衛
陣
で
あ
る
可
能
性
も
否
定
は
で
き
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
邸
宅
外

　
の
陣
中
で
は
な
い
。

⑨
明
旦
儀
式
』
「
天
皇
遷
御
事
」
で
「
大
簡
素
於
宮
門
、
整
準
門
前
、
覧
留
乗
輿
、

　
〈
還
御
本
宮
、
於
承
明
門
行
草
、
〉
陰
陽
寮
供
奉
、
献
題
法
之
事
」
と
あ
る
と
こ

　
う
か
ら
も
わ
か
る
。

⑩
平
安
宮
で
の
用
法
と
同
じ
く
、
里
内
裏
で
も
近
衛
陣
中
と
思
わ
れ
る
も
の
も
あ

　
る
。
た
と
え
ば
、
『
小
右
記
駈
長
和
五
年
（
一
〇
一
六
）
三
月
二
〇
日
条
に
「
外

　
衛
舎
人
帯
弓
箭
入
陣
中
、
可
糺
行
之
由
、
被
藤
下
近
衛
次
将
扁
と
あ
る
も
の
な
ど

　
は
そ
れ
に
あ
た
る
と
思
わ
れ
る
。

⑪
な
お
、
里
内
裏
以
外
に
后
宮
や
皇
太
子
在
所
に
も
陣
中
・
陣
外
は
あ
る
。
そ
れ

　
も
邸
宅
内
外
を
分
け
る
も
の
に
使
用
す
る
語
句
で
あ
る
こ
と
は
史
料
か
ら
窺
え
る
。

　
例
を
あ
げ
れ
ば
、
欄
権
記
魅
長
保
二
年
（
一
〇
〇
〇
）
　
一
二
月
一
七
日
条
に

　
〔
内
即
力
〕

　
「
［
］
使
参
皇
后
宮
、
不
入
陣
中
、
立
願
門
外
、
令
宮
司
申
事
由
於
大
夫
了
」

　
と
あ
る
も
の
で
、
陣
中
と
門
外
が
対
に
な
っ
て
お
り
、
邸
宅
門
内
が
陣
中
で
あ
る

　
と
わ
か
る
。
ま
た
、
『
小
右
記
臨
長
和
二
年
（
一
〇
～
三
）
正
月
一
〇
玉
条
の
、

　
皇
太
子
敦
成
親
王
が
母
親
の
皇
太
后
御
所
へ
朝
議
行
啓
し
た
際
の
記
事
で
も
、

　
「
留
筆
車
於
門
外
、
傅
先
牛
立
門
内
、
皇
太
盾
宮
大
夫
俊
賢
進
御
車
下
、
即
帰
入
、

　
被
聞
可
入
御
車
於
血
書
之
由
鍬
、
其
後
入
御
車
、
〈
入
自
東
門
、
〉
」
と
あ
り
、
陣

　
中
が
門
内
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

⑫
～
条
院
に
は
「
南
嗣
」
も
造
ら
れ
た
（
『
寛
弘
四
年
九
月
九
日
記
㎞
）
。
こ
れ
は

　
平
安
宮
内
裏
の
閤
門
で
あ
る
承
明
門
に
相
当
す
る
門
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
後
述
す

　
る
よ
う
に
、
東
町
は
一
条
院
の
領
域
に
含
ま
れ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ

　
る
が
、
あ
る
い
は
こ
れ
も
中
鷺
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

⑬
　
な
お
、
門
前
下
車
の
例
か
ら
す
れ
ば
、
織
部
司
南
門
は
建
礼
門
と
し
て
認
識
さ

　
れ
て
い
る
と
同
時
に
、
宮
城
門
的
な
機
能
も
果
た
し
た
と
も
と
れ
る
。
本
文
の

　
魍
左
経
記
』
の
例
の
ほ
か
、
『
日
本
謀
略
』
寛
弘
五
年
（
一
〇
〇
八
）
一
〇
月
一

　
日
条
に
は
、
宇
佐
八
幡
宮
君
徳
成
子
が
乗
車
し
て
こ
の
門
ま
で
参
り
来
り
、
訴
申

　
し
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
る
。

⑭
二
条
西
洞
院
辻
ま
で
牛
車
で
あ
っ
た
の
は
、
牛
車
宣
旨
を
受
け
て
い
た
の
だ
と

　
思
わ
れ
る
。
な
お
、
『
三
条
中
山
口
伝
撫
に
、
牛
車
螢
車
宣
旨
を
受
け
た
人
は
閑

　
院
の
場
合
、
二
条
西
洞
院
で
下
車
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
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⑮
東
三
条
第
の
西
門
は
北
寄
り
に
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
（
は
じ
め
に
注
④
太
田

　
前
掲
著
誉
第
四
章
第
二
節
）
。
邸
宅
の
乾
の
角
に
あ
っ
た
角
革
・
隼
両
社
の
す
ぐ

　
南
側
に
四
足
門
の
あ
っ
た
こ
と
が
、
甲
兵
範
記
臨
仁
平
二
年
（
一
一
五
二
）
～
一

　
月
一
七
日
条
に
載
せ
る
指
図
か
ら
見
て
取
れ
る
。

⑯
閑
院
の
場
合
、
兵
衛
陣
が
東
面
の
北
門
に
あ
る
た
め
、
兵
衛
陣
で
下
車
す
る
形

　
を
と
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
申
重
鐙
車
宣
旨
が
ど
の
里
内
裏
で
も
常
に
兵

　
衛
陣
で
下
車
す
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

⑰
兵
衛
陣
が
中
門
外
に
概
か
れ
る
場
合
、
申
門
と
邸
宅
門
の
聞
に
中
重
を
想
定
す

る
こ
と
も
可
能
で
は
あ
る
が
、
実
例
は
今
の
と
こ
ろ
見
出
し
て
い
な
い
。

三
　
里
内
裏
に
お
け
る
「
陣
中
」
②
－
里
内
裏
邸
宅
外
陣
中
i

1

里
内
裏
邸
宅
外
陣
中
の
確
立

平安時代申後期の里内裏空間（中町）

　
里
内
裏
と
し
て
用
い
ら
れ
た
～
町
四
方
の
地
の
周
囲
を
「
陣
中
」
と
見
な
す
例
と
し
て
、
飯
淵
氏
は
寛
弘
六
年
（
一
〇
〇
九
）
四
月
六
日
条

の
『
御
堂
関
白
記
』
「
一
条
院
東
町
木
守
男
、
午
時
許
死
、
丘
町
候
内
膳
所
也
」
、
『
権
記
嚇
同
日
条
の
「
今
日
別
納
有
死
期
、
傍
内
裏
同
心
織

云
々
」
を
あ
げ
、
こ
れ
ら
の
史
料
よ
り
一
条
院
東
町
が
内
裏
の
領
域
と
見
な
さ
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
記
事
は
『
日
本
紀
略
』
に
も
「
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
木
力
〕

裏
有
無
機
、
是
中
宮
別
納
庁
権
守
男
、
俄
以
死
去
之
故
也
」
と
あ
る
。
し
か
し
、
先
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
繊
の
範
囲
も
邸
宅
内
と
考
え
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
別
納
が
内
裏
の
領
域
と
認
識
さ
れ
て
い
る
の
は
、
邸
宅
外
の
陣
中
概
念
で
は
な
く
、
別
納
も
一
条
院
に
含
ま
れ
る
と
認

識
さ
れ
る
場
所
で
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
前
章
第
一
節
で
見
た
『
春
記
』
の
記
事
も
あ
わ
せ
て
、
こ
れ
ら
の
史
料
だ
け
で
は

＝
世
紀
初
頭
か
ら
邸
宅
外
に
広
が
る
陣
中
空
間
が
あ
っ
た
と
結
論
を
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
管
見
の
か
ぎ
り
で
は
、
一
一
世
紀
中
の
史
料

に
見
え
る
「
陣
中
」
「
陣
外
」
の
範
囲
が
推
測
で
き
る
も
の
の
ほ
と
ん
ど
は
前
章
第
一
節
で
あ
げ
た
よ
う
な
邸
宅
内
外
を
分
け
る
と
推
測
で
き

る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
飯
淵
氏
の
明
ら
か
に
し
た
邸
宅
外
面
町
四
方
の
空
間
が
い
っ
か
ら
「
陣
中
」
と
認
識
さ
れ
て
い
る
の
か
を
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。

　
邸
宅
外
の
陣
中
概
念
の
確
実
な
例
で
、
早
い
も
の
と
し
て
は
、
『
殿
暦
』
天
仁
二
年
（
＝
〇
九
）
二
月
四
日
条
が
あ
げ
ら
れ
る
。
「
今
日
大
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原
野
祭
也
。
（
中
略
）
巳
時
許
奉
幣
儀
、
於
中
門
聡
警
此
事
、
予
座
有
中
門
内
、
此
間
雨
時
々
降
、
此
亭
為
陣
内
、
侃
不
乗
馬
、
於
陣
外
陣

之
」
と
あ
り
、
「
此
亭
」
は
陣
内
で
あ
る
の
で
乗
馬
し
な
い
と
す
る
。
里
内
裏
は
大
炊
殿
（
西
殿
）
、
「
此
亭
」
と
は
こ
の
と
き
の
摂
政
第
と
な

っ
て
い
た
源
重
資
第
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
『
清
狸
眼
抄
』
（
二
翠
嵐
有
奏
例
）
に
よ
れ
ば
、
そ
の
場
所
は
申
御
門
南
東
洞
院
西
で
あ
り
、
里
内

裏
の
北
畑
に
あ
た
る
。
ま
た
、
邸
宅
外
陣
中
で
あ
る
可
能
性
の
あ
る
も
の
と
し
て
は
、
そ
れ
よ
り
も
遡
る
寛
治
元
年
（
一
〇
八
七
）
の
例
が
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
『
為
房
卿
記
』
寛
治
元
年
九
月
二
八
日
条
の
次
の
よ
う
な
記
事
で
あ
る
。

　
（
前
略
）
殿
下
猟
期
御
所
事
、
（
中
略
）
十
一
月
大
嘗
会
景
観
堀
川
内
裏
、
油
日
可
渡
御
大
嘗
宮
、
而
子
日
可
上
閑
暇
御
所
棟
、
其
間
如
何
、
人
々
被
申
閑
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
堀
川
力
〕
　
　
　
　
　
　
　
（
ナ
シ
イ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
作
力
〕

　
作
事
、
難
陣
中
口
者
、
有
其
認
諾
、
右
大
弁
被
申
云
、
□
□
口
内
裏
〈
御
所
、
〉
閑
院
笠
当
御
忌
方
、
〈
鬼
吏
歎
、
〉
目
土
留
置
可
有
忌
欺
、
〈
見

　
保
憲
勘
文
〉
（
後
陶
）

　
内
容
と
し
て
は
、
閑
院
の
作
事
が
皇
居
の
粗
方
に
あ
た
る
か
ど
う
か
と
い
う
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
欠
字
が
あ
っ
て
文
脈
が
明
確
で
は

な
い
が
、
里
内
裏
堀
川
院
の
東
隣
の
白
河
上
皇
の
閑
院
を
指
し
て
陣
中
と
し
て
い
る
胃
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
邸
宅
外
の
「
陣
頭
」
と

い
う
語
句
の
使
用
も
＝
世
紀
末
に
見
え
る
。
た
と
え
ば
、
『
中
右
記
』
嘉
保
二
年
（
～
〇
九
五
）
九
月
七
日
差
の
伊
勢
大
神
宮
遷
宮
神
宝
使
の

発
遣
の
際
の
記
事
で
は
、
郁
里
門
を
出
て
「
経
大
宮
井
二
条
大
路
至
河
原
、
抑
於
二
条
洞
院
西
大
路
辺
可
下
馬
由
仰
了
、
是
依
為
陣
頭
也
」
と

あ
り
、
二
条
西
洞
院
辺
り
を
里
内
裏
大
炊
殿
（
大
炊
御
門
南
西
洞
院
東
）
の
陣
頭
と
認
識
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
里
内
裏
邸
宅
の
一
町
外
に
陣

頭
と
呼
ば
れ
る
場
所
が
出
現
し
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
～
町
外
を
陣
頭
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
内
側
は
陣
中
と
呼
ば
れ
る
空
間

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
邸
宅
外
陣
中
が
史
料
上
確
実
に
現
れ
始
め
る
の
は
＝
世
紀
末
か
ら
と
い
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
さ
て
、
こ
の
邸
宅
外
陣
中
の
空
間
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
で
す
で
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
陣
中
は
第
一
に
は
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

車
・
馬
空
間
で
あ
り
、
通
行
の
揮
ら
れ
る
識
閾
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
装
束
や
服
喪
や
病
な
ど
が
意
識
さ
れ
る
空
間
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
、

史
料
上
最
も
よ
く
見
ら
れ
る
特
徴
で
あ
る
乗
下
車
・
馬
を
手
掛
か
り
に
、
さ
ら
に
三
町
四
方
の
邸
宅
外
陣
中
の
確
立
時
期
を
考
え
た
い
。

　
里
内
裏
周
辺
で
の
乗
下
車
・
馬
自
体
は
比
較
的
早
く
か
ら
見
え
る
。
長
保
五
年
（
一
〇
〇
三
）
に
は
賀
茂
祭
の
行
列
に
つ
い
て
、
当
時
の
皇
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平安時代中後期の里内裏空問（中町）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

居
で
あ
っ
た
一
条
院
北
面
の
一
条
大
路
を
逓
る
た
め
大
宮
か
ら
堀
川
ま
で
は
下
馬
す
る
と
い
う
記
載
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
先
に
も
述
べ

た
よ
う
に
、
一
条
院
東
町
が
一
条
院
と
一
体
の
も
の
と
み
な
さ
れ
て
い
た
た
め
に
里
内
裏
前
を
騎
馬
で
通
る
こ
と
を
揮
っ
た
可
能
性
が
あ
り
、

こ
の
例
を
も
っ
て
里
内
裏
か
ら
一
町
離
れ
た
場
所
を
乗
下
馬
位
置
と
認
識
し
て
い
る
と
は
断
じ
が
た
い
。

　
ま
た
、
『
江
記
』
寛
治
八
年
（
一
〇
九
四
）
四
月
一
四
日
条
に
あ
げ
ら
れ
た
長
和
六
（
寛
仁
元
）
年
（
一
〇
一
七
）
の
賀
茂
詣
の
出
立
の
例
で
は
、

「
寛
仁
、
自
一
条
院
別
納
出
立
、
於
土
御
門
靱
負
辻
乗
車
、
弁
・
少
納
言
・
外
記
・
史
皆
以
供
奉
」
と
あ
る
よ
う
に
、
道
長
・
頼
通
は
土
御
門

靱
負
号
で
乗
車
し
て
い
る
。
里
内
裏
～
条
院
か
ら
離
れ
た
位
置
で
乗
車
し
て
い
る
が
、
し
か
し
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
～
条
院
の
場
合
、
形
式

的
に
は
織
部
司
南
門
ま
で
宮
門
内
空
間
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
も
必
ず
し
も
里
内
裏
か
ら
離
れ
て
乗
車
し
て
い
る
と
は
い
い
切
れ
な
い
。

　
一
方
で
、
こ
の
空
間
内
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
下
車
・
草
し
て
い
な
い
と
と
れ
る
例
が
あ
る
。

　
邸
宅
外
陣
中
は
、
参
内
や
退
出
の
と
き
だ
け
で
な
く
、
そ
の
範
囲
内
で
あ
れ
ば
路
上
で
な
く
邸
宅
内
で
も
騎
馬
・
乗
車
が
渾
ら
れ
る
空
間
で

あ
る
。
た
と
え
ば
、
『
登
記
』
久
安
四
年
（
＝
四
八
）
四
月
二
一
日
条
の
摂
政
忠
通
の
賀
茂
詣
の
記
事
に
は
「
舞
人
渡
南
庭
、
依
陣
中
引
馬
渡
、

可
謂
避
暑
」
と
あ
っ
て
、
普
段
で
あ
れ
ば
舞
人
は
騎
馬
し
て
南
庭
を
渡
る
の
だ
が
、
陣
中
で
あ
る
た
め
騎
馬
で
き
な
か
っ
た
旨
が
書
か
れ
て
い

る
。
と
こ
ろ
が
、
『
小
右
記
嚇
に
よ
れ
ば
、
長
和
三
年
（
一
〇
一
四
）
四
月
二
三
日
に
皇
太
子
豊
成
親
王
の
御
馬
御
覧
が
あ
り
、
そ
こ
で
騎
馬
さ

せ
て
い
る
が
、
こ
の
と
き
里
内
裏
は
枇
杷
殿
、
皇
太
子
は
高
倉
殿
を
在
所
と
し
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
皇
太
子
在
所
は
里
内
裏
の
三
町
四
方
の

範
囲
に
含
ま
れ
、
久
安
四
年
の
摂
政
第
の
例
と
は
相
違
す
る
。
少
な
く
と
も
＝
世
紀
初
期
に
は
、
邸
宅
外
の
三
町
四
方
を
陣
中
と
す
る
認
識

は
い
ま
だ
確
立
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　
で
は
、
里
内
裏
邸
宅
か
ら
離
れ
た
位
置
で
の
乗
下
車
・
馬
が
明
確
に
見
ら
れ
る
の
は
い
つ
頃
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。

　
『
春
記
』
天
喜
二
年
（
一
〇
五
四
）
五
月
二
か
条
に
騎
馬
位
置
の
わ
か
る
記
事
が
あ
る
。
こ
の
と
き
の
里
内
裏
は
四
条
宮
で
あ
る
が
、
そ
の

場
所
に
つ
い
て
は
、
四
条
南
西
洞
院
東
（
『
拾
芥
抄
縢
本
文
）
と
四
条
流
西
洞
院
東
（
九
条
家
本
『
延
喜
式
』
付
図
義
拾
芥
抄
』
東
京
図
等
）
の
二
二

が
あ
る
。
こ
の
日
、
皇
盾
藤
原
寛
子
は
里
内
裏
か
ら
退
出
し
た
が
、
そ
の
経
路
は
「
自
北
小
路
西
行
、
於
東
洞
院
大
路
与
四
条
坊
門
騎
馬
、
自
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洞
院
大
路
北
行
、
入
東
三
条
西
門
」
と
記
さ
れ
る
。
こ
こ
で
騎
馬
位
置
を
四
条
坊
門
東
洞
院
と
す
る
の
は
、
西
洞
院
の
間
違
い
で
あ
ろ
う
。
皇

后
は
右
衛
門
陣
よ
り
退
出
し
て
い
る
が
、
行
啓
の
経
路
か
ら
す
れ
ば
そ
れ
は
東
門
（
あ
る
い
は
北
面
東
側
の
門
）
で
あ
っ
た
と
解
す
る
こ
と
が
で

き
よ
う
。
再
び
入
内
す
る
六
月
二
日
条
で
も
東
嶺
を
使
用
し
て
お
り
、
東
側
が
皇
后
居
所
側
の
門
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
さ
て
、
北
小
路

は
四
条
大
路
の
　
つ
北
の
錦
小
路
の
こ
と
だ
と
考
え
る
が
、
そ
れ
を
里
内
裏
に
接
す
る
北
側
の
通
で
あ
る
と
解
す
れ
ば
、
里
内
裏
の
位
置
は
四

条
北
と
な
り
、
騎
馬
位
置
は
里
内
裏
か
ら
～
町
離
れ
た
位
置
と
な
る
。
ま
た
、
里
内
裏
北
面
を
避
け
て
～
町
北
を
西
行
し
た
と
解
す
れ
ば
、
里

内
裏
の
位
置
は
四
条
南
と
な
り
、
騎
馬
位
置
は
里
内
裏
よ
り
二
町
離
れ
た
位
置
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
四
条
宮
の
位
置
を
知
る
手
が
か
り
と
し

て
は
、
『
水
左
記
』
承
暦
四
年
（
一
〇
八
○
）
五
月
＝
日
条
の
、
天
皇
が
但
馬
守
宮
か
ら
堀
川
院
へ
遷
御
す
る
記
事
に
書
か
れ
た
「
但
馬
守
亭

〈
四
条
宮
北
、
〉
」
が
あ
る
。
但
馬
守
は
橘
俊
綱
で
あ
り
、
こ
の
邸
宅
は
諸
史
料
よ
り
四
条
坊
門
西
洞
院
で
あ
る
と
推
定
で
き
る
（
『
百
錬
抄
撫
承
暦

四
年
四
月
二
八
日
条
、
『
水
左
記
』
同
年
八
月
一
日
条
な
ど
）
。
し
た
が
っ
て
、
「
四
条
宮
北
」
が
南
北
に
隣
接
す
る
こ
と
を
示
し
、
但
馬
守
亭
が
四
条

坊
門
小
路
南
の
一
町
で
あ
る
と
解
す
れ
ば
、
四
条
宮
は
四
条
大
路
の
北
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
騎
馬
位
置
は
一
町
離
れ
た
位
置
と
な
る
。

　
ま
た
、
『
軍
記
』
治
暦
四
年
（
一
〇
六
八
）
一
二
月
｝
一
日
条
で
は
、
当
時
の
里
内
裏
教
具
二
条
第
（
二
条
南
東
洞
院
東
）
が
焼
亡
し
た
際
、
源

経
信
は
参
内
し
よ
う
と
し
て
、
「
廻
車
於
二
条
大
路
、
下
田
室
町
、
〈
人
々
不
下
、
V
」
と
あ
る
よ
う
に
、
二
条
室
町
で
下
車
し
て
い
る
。
こ
れ
は

里
内
裏
か
ら
は
二
町
離
れ
て
い
る
。
『
帥
記
』
承
暦
四
年
目
一
〇
八
○
）
五
月
＝
両
日
条
で
は
、
里
内
裏
堀
川
院
に
参
る
際
、
一
町
離
れ
た
二
条

猪
隈
小
路
で
下
車
し
て
い
る
の
に
対
し
、
同
年
八
月
一
四
日
条
の
任
大
臣
の
と
き
に
は
任
じ
ら
れ
た
大
臣
ら
は
退
出
の
際
、
堀
川
春
日
小
路
で

　
　
　
　
　
⑥

乗
車
し
て
お
り
、
里
内
裏
と
は
三
町
離
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
以
上
の
よ
う
に
邸
宅
か
ら
離
れ
た
位
置
で
の
乗
下
車
・
馬
は
一
～
世
紀
半
ば
以
降
に
は
史
料
に
見
え
る
が
、
そ
の
位
置
は
、
一
町
外
の
意
識

も
あ
っ
た
に
せ
よ
、
い
ま
だ
一
町
に
固
定
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
＝
世
紀
末
以
降
、
乗
下
車
・
君
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

置
は
里
内
裏
の
一
町
外
と
い
う
位
置
に
、
陣
口
（
陣
頭
）
と
し
て
固
定
し
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
里
内
裏
の
陣
口
の
位
置
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

て
は
飯
淵
氏
の
研
究
に
詳
し
い
。
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平安時代中後期の里内裏空間（中町）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
そ
も
そ
も
、
こ
の
当
時
、
一
般
的
に
貴
人
の
邸
宅
の
門
前
を
騎
馬
・
乗
車
で
通
過
す
る
こ
と
は
暉
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、

当
然
里
内
裏
の
門
前
を
騎
馬
あ
る
い
は
乗
車
の
ま
ま
通
過
す
る
こ
と
は
早
く
か
ら
渾
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
し
、
そ
の
敷
地
を
囲
む
垣
の
前
も

同
様
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
『
続
日
本
雨
量
』
承
和
九
年
（
八
四
｝
）
八
月
甲
戌
条
で
、
廃
太
子
さ
れ
た
恒
貞
親
王
が
、
皇
居

で
あ
っ
た
冷
然
院
か
ら
淳
和
院
へ
送
ら
れ
る
際
、
小
車
（
賛
車
の
こ
と
で
あ
ろ
う
）
に
駕
し
て
禁
中
を
退
出
し
、
神
泉
苑
の
艮
の
角
（
す
な
わ
ち
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

冷
然
院
南
西
角
）
で
牛
車
に
駕
し
た
。
こ
れ
も
牛
車
に
乗
っ
て
冷
然
院
の
敷
地
の
横
を
通
る
こ
と
が
揮
ら
れ
た
た
め
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ

れ
が
、
次
第
に
そ
の
範
囲
を
邸
宅
外
へ
広
げ
て
い
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
乗
下
車
・
馬
の
位
置
と
い
う
の
は
、
も
と
も
と
は

空
間
的
な
認
識
で
は
な
く
、
参
内
や
退
出
に
際
し
て
の
路
上
で
の
認
識
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
二
世
紀
半
ば
以
降
に
は
一
町

外
と
い
う
位
置
は
意
識
さ
れ
て
は
い
る
が
、
そ
れ
は
い
ま
だ
流
動
性
を
も
っ
て
い
た
。
そ
の
乗
下
車
・
馬
位
置
が
、
一
一
世
紀
末
以
降
、
一
町

外
に
固
定
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
を
結
ぶ
三
町
四
方
の
範
囲
に
下
車
・
馬
「
空
間
」
が
成
立
し
、
そ
れ
と
と
も
に
、
邸
宅
外
陣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

中
も
確
立
し
た
の
だ
と
考
え
る
。

　
以
上
、
本
節
で
は
邸
宅
外
陣
申
の
確
立
過
程
を
推
測
し
た
。
邸
宅
外
陣
中
は
下
車
・
馬
の
秩
序
が
示
さ
れ
る
空
間
で
あ
っ
た
が
、
乗
下
車
・

馬
位
置
が
　
一
世
紀
末
以
降
、
里
内
裏
の
一
町
外
に
固
定
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
っ
て
三
町
四
方
の
邸
宅
外
陣
中
も
確
立
・
定
着
し
て
い
っ
た
の
だ

と
考
え
る
。

2

邸
宅
外
陣
中
確
立
の
意
義

　
前
節
で
、
一
一
世
紀
半
ば
に
は
里
内
裏
周
辺
で
の
下
車
・
馬
の
慣
例
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
述
べ
た
が
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
の
当
時
よ

り
里
内
裏
周
囲
の
空
間
を
、
明
確
な
範
囲
は
な
い
に
し
ろ
、
他
と
区
別
し
て
意
識
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
一
条
院
の
よ

う
に
隣
町
を
も
内
裏
の
領
域
に
含
む
よ
う
な
里
内
裏
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
重
要
な
の
は
、
そ
れ
が
原
則
と
し
て
三
町
四
方
と
い
う
一
定
の
範

囲
と
な
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
範
囲
に
「
陣
中
」
と
い
う
名
前
を
与
え
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
里
内
裏
は
ど
ん
な
邸
宅
を
使
用
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し
て
い
て
も
、
共
通
し
た
空
間
原
理
を
も
つ
、
他
と
は
一
線
を
画
し
た
「
天
皇
空
間
」
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
え
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
な
ぜ
宮
城
に
擬
せ
ら
れ
る
邸
宅
外
三
町
四
方
を
、
平
安
宮
の
事
例
で
は
あ
ま
り
宮
城
に
は
用
い
な
い
「
陣
中
」
と
い
う
呼
称
で

呼
ん
だ
の
だ
ろ
う
か
。

　
「
陣
中
」
は
、
黒
馬
に
対
す
る
境
界
意
識
の
強
い
雷
葉
で
あ
り
、
ま
た
、
「
陣
」
が
示
す
よ
う
に
、
衛
府
に
よ
り
秩
序
の
守
ら
れ
る
空
間
と

い
う
意
味
を
も
つ
と
考
え
る
。
桃
崎
氏
が
こ
の
空
間
を
「
観
念
的
に
設
定
さ
れ
た
」
と
述
べ
ら
れ
た
よ
う
に
、
平
安
宮
の
大
垣
の
よ
う
な
、
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

確
な
物
理
的
境
界
の
な
い
領
域
で
あ
る
か
ら
こ
そ
「
陣
中
」
と
い
う
名
が
必
要
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
ま
た
、
邸
宅
外
陣
中
は
宮
城
内
に
擬
せ
ら
れ
る
空
間
で
あ
る
と
は
い
え
、
大
内
裏
の
諸
官
衙
の
…
機
能
を
有
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
里
内
裏
発

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

生
期
で
あ
る
円
融
朝
に
堀
川
院
を
里
内
裏
と
し
た
と
き
に
は
、
外
記
庁
の
政
を
そ
の
西
町
に
移
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
ま
た
、
三
条
朝
に
里
内

裏
を
土
御
門
第
と
枇
杷
殿
の
ど
ち
ら
に
す
る
か
が
問
題
に
な
っ
た
際
、
「
枇
杷
殿
已
是
前
主
旧
居
、
去
内
裏
不
遠
、
官
外
記
温
潤
不
遠
所
行
之
、

若
遷
御
上
東
門
院
、
更
移
外
記
政
於
近
所
可
被
行
管
」
（
魍
小
右
記
嚇
長
和
三
年
二
月
；
百
条
）
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
頃
に
は
里
内
裏
が
遠
い

場
合
に
は
外
記
政
の
場
所
を
移
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
こ
ど
が
窺
え
る
。
し
か
し
、
後
に
は
政
は
里
内
裏
の
場
所
に
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

係
な
く
平
安
宮
内
の
外
記
庁
等
で
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
ほ
か
の
官
衙
も
こ
の
空
間
内
に
は
見
え
ず
、
里
内
裏
は
大
内
裏
の
官
衙
の
機
能
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

切
り
離
さ
れ
た
と
い
え
る
。
こ
の
空
間
に
置
か
れ
た
施
設
と
し
て
は
内
膳
司
が
あ
り
、
ま
た
、
中
宮
庁
、
院
御
所
、
直
航
と
し
て
の
摂
関
居
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

な
ど
も
置
か
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
里
内
裏
周
辺
の
空
間
は
大
内
裏
と
は
異
な
っ
て
天
皇
と
密
接
な

空
間
と
な
っ
て
お
り
、
そ
う
し
た
意
味
で
も
「
陣
中
」
と
い
う
語
句
に
ふ
さ
わ
し
い
空
間
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
周
辺
に
関
係
施
設
を
も
つ
と
い
う
こ
と
だ
け
な
ら
ば
、
一
般
の
貴
族
の
邸
宅
で
あ
っ
て
も
東
三
条
第
や
小
野
宮
の
よ
う
に
隣
町
に
も
倉
や
関

係
者
の
住
居
等
を
も
つ
邸
宅
は
あ
る
。
里
内
裏
の
邸
宅
外
陣
中
の
特
異
性
は
、
そ
れ
が
ど
ん
な
場
所
で
あ
っ
て
も
、
す
な
わ
ち
、
天
皇
在
所
と

は
関
係
の
な
い
、
経
営
主
体
の
全
く
異
な
る
邸
宅
や
施
設
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
範
囲
内
に
入
れ
ば
「
陣
中
」
と
し
て
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰
　
　
　
　
⑱

い
う
点
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
故
中
宮
御
所
や
六
角
堂
な
ど
で
あ
っ
て
も
そ
の
範
囲
に
含
ま
れ
れ
ば
「
陣
中
」
と
さ
れ
、
天
皇
在
所
の
秩
序
の
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平安時代中後期の黒内裏空閾（中町）

中
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
。
こ
の
邸
宅
外
陣
中
の
確
立
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
形
態
上
、
他
の
里
第
と
違
い
の
な
か
っ
た
里
内
裏
が
、
天
皇
在
所
と

し
て
の
特
異
な
空
間
を
成
立
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
差
別
化
に
よ
り
里
内
裏
は
初
め
て
本
宮
と
し
て
平
安
宮
内
裏
に
比
肩
し
得
る

空
間
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
平
安
後
期
以
降
、
周
知
の
よ
う
に
本
宮
た
る
平
安
宮
内
裏
は
そ
の
役
割
を
低
下
さ
せ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
鳥
羽
天
皇
の
遷
御
先
に
つ
い
て
、

平
安
宮
内
裏
が
存
在
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
幼
主
に
と
っ
て
広
大
す
ぎ
る
人
気
の
な
い
物
騒
な
場
所
と
し
て
忌
避
さ
れ
、
里
内
裏
が
使

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

用
さ
れ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
平
安
宮
内
裏
が
単
な
る
一
時
の
行
幸
先
と
な
る
場
合
も
出
現
し
、
『
中
右
記
』
嘉
承
二
年

（
＝
〇
七
）
六
月
七
B
条
で
は
、
天
皇
が
方
違
に
よ
り
平
安
宮
内
裏
へ
行
幸
し
た
際
、
神
祇
官
が
建
春
門
下
で
麻
を
奉
ろ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

「
指
事
不
可
然
、
還
御
之
時
於
本
所
可
奉
也
、
是
宮
中
内
侍
所
、
鈴
懸
払
清
也
、
一
夜
行
幸
旅
所
選
言
、
尤
不
可
奉
者
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。

平
安
宮
内
裏
は
方
違
の
場
所
と
し
て
使
用
さ
れ
、
必
ず
し
も
本
所
と
し
て
扱
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
摂
関
期
に
は
平
安
宮
内
裏
は
本
宮
と
し
て
い
ま
だ
権
威
を
保
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
内
裏
は
焼
亡
す
れ
ば
再
建
す
る
も
の
で
あ

っ
た
し
、
再
建
が
終
わ
れ
ば
還
御
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
平
安
宮
内
裏
が
あ
り
な
が
ら
、
里
内
裏
を
在
所
と
す
る
例
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か

　
⑳
つ
た
。

　
平
安
宮
内
裏
に
お
い
て
は
、
唯
一
の
主
人
は
天
皇
で
あ
り
、
天
皇
が
居
住
し
て
い
な
い
と
き
に
別
の
人
物
が
使
用
す
る
こ
と
は
な
く
、
そ
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

は
ま
さ
に
天
皇
の
た
め
の
空
間
と
し
て
存
在
し
た
。
里
内
裏
に
お
い
て
は
、
多
く
は
院
御
所
、
母
后
御
所
、
臣
下
の
邸
宅
等
を
そ
の
場
所
に
あ

て
た
の
で
、
里
内
裏
で
な
く
な
れ
ば
本
来
の
持
ち
主
に
返
還
さ
れ
、
そ
の
人
物
が
そ
の
邸
宅
の
主
人
と
な
っ
た
。
後
逸
（
離
宮
）
で
も
天
皇
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

外
の
人
物
が
天
皇
の
居
住
と
は
関
係
な
く
使
用
す
る
こ
と
は
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
点
に
平
安
宮
内
裏
と
里
内
裏
の
、
天
皇
在
所
の
あ
り
か
た
に

お
け
る
質
的
違
い
が
見
て
取
れ
る
。

　
そ
も
そ
も
都
城
制
は
天
皇
を
頂
点
と
す
る
律
令
国
家
の
秩
序
を
可
視
化
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、
平
安
宮
内
裏
の
こ
の
よ
う
な
あ
り

か
た
は
当
然
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
場
所
で
あ
っ
た
た
め
、
天
皇
に
と
っ
て
平
安
宮
内
裏
に
居
住
し
な
い
こ
と
は
否
定
的
な
意
味
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を
も
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
文
徳
天
皇
、
清
和
天
皇
、
宇
多
天
皇
な
ど
は
平
安
宮
内
裏
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
平
安
宮

内
裏
外
を
在
所
と
し
て
い
た
時
期
が
あ
り
、
先
行
研
究
で
は
こ
れ
ら
の
天
皇
は
そ
う
し
た
時
期
、
自
ら
の
政
治
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
な
い
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

況
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
小
右
記
』
長
和
四
年
（
一
〇
一
五
）
六
月
；
百
条
に
「
私
領
処
理
御
坐
、
要
撃
無
事
恐
」
と
あ

る
よ
う
に
、
臣
下
私
製
に
天
皇
が
長
く
居
住
す
る
こ
と
を
重
る
意
識
が
あ
り
、
三
条
天
皇
自
身
も
譲
位
の
前
に
平
安
宮
内
裏
へ
戻
る
こ
と
に
こ

だ
わ
る
。
平
安
宮
内
裏
か
ら
の
排
除
は
あ
る
種
の
天
皇
の
資
格
の
欠
如
を
意
味
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
平
安
宮
内
裏
を
在
所
と
す
る
こ

と
が
天
皇
に
必
須
の
要
素
で
あ
る
と
い
う
意
識
が
強
く
残
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
の
平
安
宮
内
裏
の
権
威
を
大
き
く
変
化
さ
せ
た
転
換
期
が
白
河
朝
と
そ
れ
に
続
く
白
河
院
政
期
で
あ
っ
た
。
平
安
宮
内
裏
に
よ
っ
て
天
皇

の
資
格
が
保
証
さ
れ
る
よ
う
な
構
図
は
も
は
や
現
実
的
で
は
な
く
、
平
安
宮
内
裏
に
縛
ら
れ
ず
、
里
内
裏
を
自
由
に
皇
居
と
し
て
利
用
す
る
た

め
に
は
、
そ
の
構
図
を
断
ち
切
る
必
要
が
あ
っ
た
。
都
城
制
の
遺
制
か
ら
の
脱
却
で
あ
る
。
摂
関
期
に
も
、
平
安
宮
内
裏
再
建
の
遅
滞
に
よ
る

里
内
裏
の
な
し
崩
し
的
な
多
用
は
起
こ
っ
て
お
り
、
実
質
的
に
は
平
安
筥
内
裏
は
本
宮
と
し
て
の
存
在
意
義
を
低
下
さ
せ
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、

ま
だ
平
安
宮
内
裏
の
絶
対
性
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
太
田
静
六
氏
は
里
内
裏
の
区
分
の
第
三
期
に
つ
い
て
、
「
本
内
裏
の
再
建

に
長
年
月
を
要
し
た
こ
と
は
第
三
期
の
持
つ
特
徴
の
一
つ
だ
が
、
～
方
、
内
裏
が
現
存
す
る
に
も
拘
わ
ら
ず
多
く
の
里
内
裏
が
用
い
ら
れ
た
こ

と
も
ま
た
大
き
な
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
元
来
、
里
内
裏
は
本
内
裏
が
罹
災
と
か
修
造
の
間
に
お
け
る
仮
の
内
裏
で
あ
っ
た
が
、
第
三
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

に
入
る
と
間
も
な
く
、
こ
の
原
則
は
破
ら
れ
て
し
ま
う
」
と
述
べ
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
白
河
朝
に
お
い
て
起
こ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
の
原
則
が
破

ら
れ
、
平
安
宮
内
裏
の
有
無
に
関
係
な
く
里
内
裏
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
す
で
に
里
内
裏
を
平
安
宮
内
裏
と
岡
格

に
見
な
そ
う
と
す
る
自
河
の
姿
勢
が
窺
え
る
。
つ
い
で
、
邸
宅
外
に
「
陣
中
」
と
い
う
天
皇
在
所
の
特
異
的
空
間
を
も
つ
里
内
裏
が
出
現
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

そ
し
て
、
こ
の
流
れ
は
、
鳥
羽
朝
の
、
内
裏
体
を
模
し
て
造
営
さ
れ
た
と
い
う
土
御
門
鳥
丸
殿
に
帰
結
す
る
。
そ
れ
は
里
内
裏
本
宮
化
へ
の
一

連
の
変
革
で
あ
っ
た
。
里
内
裏
の
邸
宅
外
陣
中
の
確
立
は
、
よ
り
普
遍
的
な
里
内
裏
へ
の
変
化
で
あ
り
、
一
つ
の
変
質
点
で
あ
っ
た
と
い
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
契
機
と
し
て
平
安
宮
内
裏
は
ま
す
ま
す
本
宮
と
し
て
の
権
威
や
役
割
を
失
い
、
や
が
て
は
消
滅
し
て
し
ま
う
の
で
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あ
る
。

　
白
河
朝
・
白
河
院
政
期
に
つ
い
て
は
、
平
安
京
の
都
市
史
の
視
点
か
ら
も
画
期
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
白
河
の
行
っ
た
白
河
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

域
・
鳥
羽
地
域
の
開
発
や
平
安
京
六
条
地
域
の
再
開
発
な
ど
か
ら
、
平
安
京
の
中
世
都
市
へ
の
変
貌
が
始
ま
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

期
は
同
様
に
里
内
裏
に
と
っ
て
も
画
期
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
白
河
天
皇
は
自
身
の
皇
統
の
確
立
を
目
指
し
た
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
王
権
の
舞

台
と
し
て
、
既
存
の
装
置
か
ら
脱
し
た
瓢
し
い
宮
都
の
構
築
を
意
図
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

平安時代中後期の里内裏空間（中町）

①
噸
大
日
本
史
料
』
よ
り
引
用
。
な
お
、
問
題
と
な
る
箇
所
は
、
内
閣
文
庫
和
学

　
講
談
所
旧
蔵
本
に
は
「
難
陣
中
太
上
皇
□
□
者
有
馬
揮
哉
、
右
大
弁
被
申
云
、
□

　
豊
川
内
裏
〈
御
所
、
〉
閑
院
当
御
忌
方
、
〈
鬼
吏
歎
、
〉
」
と
あ
る
。
さ
ら
に
私
見
で

　
は
、
そ
の
欠
字
は
残
念
よ
り
「
御
所
」
門
魚
商
」
と
読
め
る
可
能
性
が
あ
る
。

②
飯
淵
前
掲
論
文
（
は
じ
め
に
注
⑤
）
、
桃
崎
前
掲
論
文
（
は
じ
め
に
注
⑦
）
等
。

③
『
山
楼
主
輪
応
保
元
年
（
＝
六
一
）
九
月
三
〇
日
条
、
『
玉
葉
』
治
承
四
年

　
　
（
＝
八
○
）
正
月
二
四
日
条
な
ど
。

④
た
と
え
ば
、
装
束
で
は
酒
殿
暦
臨
天
永
二
年
（
＝
＝
）
九
月
三
日
条
、
服

　
喪
で
は
肥
車
右
記
睡
永
久
二
年
（
一
一
一
四
）
＝
一
月
一
三
日
子
、
病
で
は
『
中

　
右
記
』
永
久
六
年
（
＝
一
八
）
四
月
二
日
条
な
ど
。

，
⑤
『
本
朝
世
紀
隔
長
保
五
年
（
一
〇
〇
三
）
四
月
一
四
日
条
。

⑥
史
料
か
ら
こ
こ
に
饅
が
曳
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
通
常
陣
口
を

　
陽
明
門
代
に
擬
す
る
こ
と
が
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
も
と
も
と
は
こ

　
れ
も
～
町
外
に
固
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
乗
車
位
置
に
合
わ
せ
て
穫
を
曳
か
れ
、
出

　
立
儀
を
行
う
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
甲
氷
晶
記
㎞
保
安
三

　
年
（
＝
二
二
）
一
二
月
二
五
日
条
に
関
白
忠
通
の
出
立
儀
が
記
さ
れ
る
が
、
こ

　
の
と
き
里
内
裏
は
土
御
門
鳥
丸
殿
、
陽
明
三
代
は
鷹
司
烏
丸
で
あ
り
、
こ
れ
は
陣

　
口
に
は
あ
た
ら
な
い
。

⑦
コ
町
外
」
と
い
う
観
念
は
、
た
と
え
ば
、
天
皇
が
上
皇
や
母
盾
御
所
に
行
幸

　
す
る
と
き
に
宮
の
一
町
前
で
警
躁
を
停
止
す
る
と
い
う
慣
例
な
ど
に
よ
り
意
識
さ

　
れ
や
す
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
ほ
か
に
、
三
町
外
と
い
う
意
識
も

　
『
清
潔
眼
抄
撫
の
焼
亡
に
関
す
る
記
事
に
見
え
る
。
な
お
、
先
行
研
究
で
、
そ
の

　
「
禁
裏
三
町
内
」
が
三
町
四
方
の
陣
中
空
間
を
指
す
と
解
し
て
い
る
の
は
誤
り
で

　
あ
ろ
う
。
こ
の
規
定
の
趣
旨
は
内
裏
三
町
外
で
あ
れ
ば
焼
亡
の
奏
を
行
う
が
、
王

　
町
内
で
あ
れ
ば
奏
を
行
わ
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
「
内
裏
僅
三

　
町
外
有
奏
事
」
に
引
く
例
で
は
里
内
裏
は
東
洞
院
西
押
小
路
南
で
あ
る
が
、
焼
亡

　
場
所
は
富
小
路
東
で
、
そ
れ
が
僅
か
に
三
町
外
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
富
小
路

　
ま
で
が
三
町
内
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
三
町
は
黒
内
裏
邸
宅
か
ら
各

　
方
角
に
三
町
（
い
わ
ば
七
町
四
方
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
魍
清
鐸
眼
抄
』
に
引

　
く
そ
の
ほ
か
の
例
に
つ
い
て
も
そ
の
よ
う
に
理
解
で
き
よ
う
。
た
だ
し
、
こ
れ
が

　
い
つ
頃
か
ら
の
規
定
で
あ
る
か
は
検
討
を
要
す
る
。

⑧
飯
淵
前
掲
論
文
（
は
じ
め
に
注
⑤
）
。

⑨
　
騎
馬
・
乗
車
で
の
門
前
通
過
は
し
ば
し
ば
攻
撃
の
対
象
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
大
臣
等
の
邸
宅
の
門
前
は
通
行
し
な
い
慣
例
が
あ
っ
た
。
西
山
良
平
「
平

　
安
京
の
〈
門
前
〉
と
飛
礫
」
（
『
都
市
平
安
京
隔
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
〇

　
四
年
、
初
出
は
一
九
九
九
年
目
二
〇
〇
〇
年
）
。

⑩
た
だ
し
、
南
北
二
町
の
里
内
裏
の
場
合
な
ど
で
、
参
内
す
る
人
物
が
邸
宅
南
辺

　
を
通
過
し
て
辻
で
下
車
し
、
西
門
や
東
門
か
ら
参
入
し
て
い
る
と
読
め
る
事
例
も
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あ
る
。

⑪
な
お
、
南
北
二
町
の
邸
宅
の
場
合
、
多
く
は
北
の
　
町
を
直
心
と
し
た
三
町
四

　
方
が
陣
中
と
認
識
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
南
側
の
陣
口
は
邸
宅
の
南
東
角
・
南
西
角

　
と
重
な
る
。

⑫
な
お
、
群
口
に
は
陣
屋
の
よ
う
な
守
衛
施
設
は
と
く
に
は
見
え
な
い
。
常
に
門

　
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
必
要
に
応
じ
て
臨
時
に
慢
門
な
ど
が

　
曳
か
れ
た
（
『
台
儲
口
保
延
二
年
～
二
月
九
日
条
な
ど
）
。
ま
た
、
そ
こ
に
命
ず
る

　
者
も
常
に
い
た
わ
け
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

⑬
『
勘
例
㎞
（
『
大
日
本
史
料
』
所
収
）
に
は
門
結
政
被
移
他
所
例
」
と
し
て
「
貞

　
元
々
八
廿
、
甲
寅
、
於
堀
川
院
西
屋
、
〈
去
月
廿
六
日
天
皇
渡
御
堀
川
院
、
〉
有
政

□
事
〈
塁
壁
中
納
署
藤
蔓
麗
獅
家
也
・
依
便
宜
被
奉
公
家
為
太
政
宮
庁

　
也
〉
扁
と
あ
り
、
『
小
右
記
㎞
長
和
三
年
（
一
〇
一
四
）
二
月
一
三
日
条
に
も
「
堀

　
河
院
去
内
裏
不
幾
、
而
移
行
外
記
局
政
於
彼
院
西
町
」
と
あ
る
。
永
観
元
年
（
九

　
八
三
）
～
○
月
ニ
ニ
日
に
は
天
皇
が
堀
河
院
で
あ
る
た
め
、
尋
常
政
を
弁
官
曹
司

　
庁
で
行
う
と
あ
る
（
『
勘
例
㎞
「
於
官
庁
有
尋
常
政
例
」
）
が
、
こ
の
場
合
は
さ
ほ

　
ど
里
内
裏
の
近
辺
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

⑭
政
の
た
め
、
平
安
宮
へ
向
か
い
、
陽
明
門
で
下
車
し
て
左
衛
門
陣
や
外
記
庁
に

　
入
る
と
い
う
例
は
古
記
録
に
散
見
す
る
。

⑮
後
に
官
司
が
移
動
し
て
い
る
例
と
し
て
『
本
朝
世
紀
』
仁
平
元
年
（
＝
五

　
一
）
一
一
月
九
日
条
に
官
外
記
庁
が
皇
后
宮
日
工
憲
朝
臣
冷
泉
西
洞
院
亭
で
あ
る

　
こ
と
が
見
え
る
が
、
こ
れ
は
里
内
裏
六
条
鳥
丸
殿
の
近
辺
で
は
な
い
場
所
で
あ
る
。

⑯
飯
淵
前
掲
論
文
（
は
じ
め
に
注
⑤
）
、
野
口
前
掲
論
文
（
は
じ
め
に
注
⑥
）
等
。

　
ま
た
、
飯
淵
康
一
門
都
市
空
間
秩
序
の
観
点
か
ら
み
た
平
安
期
里
内
裏
の
空
問
構

　
成
に
関
し
て
」
（
㎎
日
本
建
築
学
会
大
会
学
術
講
演
梗
概
集
臨
一
九
八
～
年
）
に
は

　
各
里
内
裏
の
内
膳
や
関
係
施
設
の
位
置
が
図
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
も
指
摘
さ

　
れ
て
い
る
が
、
内
膳
の
位
置
は
里
内
裏
と
な
る
邸
宅
の
規
模
が
大
き
い
場
合
は
邸

　
宅
内
に
設
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
一
町
規
模
の
場
合
は
隣
町
な
ど
に
設
け
ら
れ

　
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
そ
の
場
合
、
も
と
も
と
御
倉
町
等
の
関
係
町
で
あ
っ
た

　
場
所
で
あ
る
こ
と
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。

⑰
『
申
右
記
温
永
久
二
年
（
＝
一
四
）
～
二
月
；
百
条
、
一
九
日
条
。

⑱
四
山
梶
記
睡
応
保
元
年
（
＝
六
～
）
九
月
三
〇
日
条
。

⑲
『
中
右
記
駈
天
永
三
年
（
＝
＝
～
）
五
月
　
五
日
条
、
永
久
二
年
（
一
＝

　
四
）
　
一
二
月
一
九
日
条
な
ど
。

⑳
た
だ
し
、
必
ず
し
も
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
内
侍
所
の
あ
る
場
所
で
の
み

　
献
じ
る
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
、
内
侍
所
の
移
動
を
伴
わ
な
い
朝
競
行
幸
の
際
に

　
院
御
所
の
前
で
神
舐
官
が
麻
を
献
じ
て
い
る
例
も
あ
る
（
『
中
右
記
㎞
嘉
承
二
年

　
三
月
五
日
条
、
噸
長
秋
記
臨
天
永
四
年
正
月
八
日
条
な
ど
）
。

⑳
そ
の
申
で
、
特
殊
で
あ
っ
た
の
は
、
平
安
宮
内
裏
が
寛
弘
三
年
＝
万
に
再
建

　
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
条
天
皇
が
遷
御
せ
ず
に
譲
位
す
る
ま
で
一
条
院
を

　
里
内
裏
と
し
て
い
た
例
で
あ
る
。

⑫
　
た
だ
し
、
平
安
富
内
裏
の
絶
対
的
権
威
喪
失
の
後
に
は
、
天
皇
が
居
住
し
て
い

　
な
い
と
き
に
院
が
使
用
し
て
い
る
例
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
『
二
尉
』
建
贋
二
年

　
（
＝
＝
二
）
二
月
二
七
日
条
、
州
皇
帝
紀
抄
輪
建
保
三
年
（
＝
コ
五
）
三
月

　
一
〇
日
置
な
ど
。

⑬
　
后
や
皇
族
以
外
で
も
、
た
と
え
ば
、
円
融
朝
に
内
裏
焼
亡
に
よ
り
天
皇
が
兼
逓

　
の
堀
川
院
を
用
い
て
い
た
と
き
に
兼
遍
が
朱
雀
院
を
使
期
し
た
例
（
噸
日
本
紀

　
略
轍
貞
元
元
年
一
一
月
二
日
条
）
や
道
長
が
朱
雀
院
で
遊
覧
し
た
例
（
『
小
右

　
記
㎞
長
和
三
年
五
月
二
九
日
条
）
や
頼
増
殖
が
朱
雀
院
を
方
違
に
使
用
し
た
例

　
（
『
小
右
記
睡
万
寿
五
年
七
月
二
〇
日
条
）
な
ど
が
あ
る
。

⑳
　
目
崎
徳
衛
「
文
徳
・
清
和
両
天
皇
の
御
在
所
を
め
ぐ
っ
て
1
律
令
政
治
衰
退

　
過
程
の
一
分
析
一
」
（
欄
貴
族
社
会
と
古
典
文
化
㎞
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
五
年
、

　
初
出
は
　
九
七
〇
年
）
な
ど
。

⑮
太
田
前
掲
論
文
（
は
じ
め
に
注
②
）
。

⑳
　
建
築
史
学
約
視
点
か
ら
は
、
こ
の
鳥
羽
朝
の
土
御
門
鳥
丸
殿
が
里
内
裏
の
画
期
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と
さ
れ
る
（
川
本
重
雄
門
土
御
門
鳥
丸
内
裏
の
歴
史
的
考
察
扁
（
鴨
日
本
建
築
学
会

　
大
会
学
術
講
演
梗
概
集
』
一
九
八
二
年
）
、
平
山
育
男
門
土
御
門
鳥
丸
殿
創
建
の

　
意
義
扁
（
『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
』
五
三
〇
、
　
一
〇
〇
〇
年
）
な
ど
）
。

　
土
御
門
鳥
丸
殿
が
平
安
宮
内
裏
に
代
わ
る
皇
居
を
意
図
し
て
白
河
院
に
よ
り
造
営

　
さ
れ
た
と
す
る
指
摘
は
平
首
で
き
る
が
、
や
は
り
こ
れ
は
鳥
羽
朝
の
み
で
な
く
、

　
白
河
朝
か
ら
の
一
連
の
流
れ
の
中
で
理
解
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

⑳
　
皇
太
子
在
所
は
、
　
○
世
紀
後
期
以
降
、
天
皇
が
平
安
宮
内
裏
を
用
い
て
い
る

　
と
き
は
同
じ
く
内
裏
内
に
置
か
れ
る
と
い
う
原
則
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
原
則
が
崩

　
れ
る
の
も
白
河
朝
で
あ
る
（
拙
稿
「
平
安
時
代
の
皇
太
子
在
所
と
宮
都
」
（
『
史

　
林
騙
八
五
－
四
、
二
〇
〇
二
年
）
）
。

⑳
井
上
満
郎
「
院
政
期
に
お
け
る
新
都
市
の
開
発
l
I
白
河
と
鳥
羽
を
め
ぐ
っ
て

　
一
」
（
州
中
世
日
本
の
諸
相
』
上
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
年
）
、
美
川
圭

　
「
京
・
白
河
・
鳥
羽
　
院
政
期
の
都
市
扁
（
㎎
日
本
の
時
代
史
7
　
院
政
の
展
開
と

　
内
乱
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
年
）
な
ど
。

⑳
　
河
内
重
留
「
後
三
条
・
白
河
「
院
政
」
の
｝
考
察
」
（
『
都
と
鄙
の
中
世
史
臨
吉

　
辮
弘
文
館
、
一
九
九
二
年
）
な
ど
。

お
　
わ
　
り
　
に

平安時代中後期の里内裏空間（中町）

　
本
稿
で
は
里
内
裏
、
そ
の
中
で
も
と
く
に
「
陣
中
」
と
い
わ
れ
る
空
間
に
つ
い
て
と
り
あ
げ
た
。
里
内
裏
に
は
、
平
安
宮
内
裏
の
「
陣
中
」

か
ら
連
な
る
衛
門
陣
を
境
界
と
す
る
邸
宅
内
陣
中
と
、
邸
宅
外
に
広
が
る
陣
中
が
存
在
す
る
こ
と
、
後
老
の
確
立
は
＝
世
紀
末
で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
里
内
裏
の
一
つ
の
変
質
点
で
あ
り
、
白
河
朝
か
ら
の
皇
居
制
度
変
革
の
流
れ
の
中
に
位
置
付
け
ら
れ
る
と
考

え
た
。
邸
宅
外
陣
中
の
確
立
に
よ
り
、
里
内
裏
に
関
す
る
白
河
朝
・
白
河
院
政
期
の
画
期
性
は
い
っ
そ
う
明
確
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
邸
宅
外
陣
中
は
、
天
皇
在
所
を
体
現
す
る
空
間
と
し
て
、
一
三
世
紀
以
降
に
も
継
承
さ
れ
て
い
く
。
次
に
問
題
と
な
る
の
は
、
そ
の
空
間
の

性
格
が
確
立
以
後
、
ど
の
よ
う
な
変
化
を
受
け
な
が
ら
存
続
し
て
い
く
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
の
手
掛
か
り
と
な
る
史
料
と
し
て
、
『
禁
秘
抄
』
「
御
物
忌
」
の
「
大
内
儀
諸
司
皆
格
別
也
、
郭
内
猶
不
参
、
在
清
少
納
言
記
、
職
曹
司
候

人
不
参
内
、
里
内
之
問
、
陣
中
家
居
人
、
准
大
内
大
垣
内
参
、
尤
不
知
子
細
也
」
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
里
内
裏
の
陣
中
の
家
に
住
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

入
々
は
大
内
大
垣
内
に
准
じ
て
御
物
忌
中
に
参
内
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
の
「
陣
中
」
は
邸
宅
外
陣
中
で
あ
ろ
う
が
、
本
来
御
物
忌
に

候
ず
る
場
所
で
は
な
か
っ
た
は
ず
の
邸
宅
外
陣
申
の
空
間
が
、
御
物
忌
に
候
ず
る
場
所
と
し
て
、
当
時
の
人
々
に
は
認
識
さ
れ
て
き
て
い
る
こ

　
　
　
　
③

と
が
わ
か
る
。
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ま
た
、
『
兵
範
記
』
仁
安
四
年
（
一
一
六
九
）
二
月
二
八
日
出
に
よ
れ
ば
、
陣
中
で
の
請
け
取
り
は
例
が
な
い
と
し
て
検
非
違
使
が
閑
院
の
陣

ロ
（
二
条
町
口
）
で
犯
人
を
請
け
取
る
が
、
し
か
し
、
『
御
堂
関
白
記
』
長
和
五
年
（
一
〇
一
六
）
三
月
二
一
日
条
で
は
、
「
章
信
参
宮
賜
有
孝
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

陣
内
付
宮
庁
下
部
、
門
外
着
々
督
長
等
」
と
あ
っ
て
、
章
信
は
賜
っ
た
犯
人
有
孝
を
門
外
で
看
督
長
に
付
し
て
い
る
。
宮
は
皇
太
后
宮
で
あ
り
、

こ
の
と
き
里
内
裏
の
土
御
門
第
に
あ
っ
た
。
織
に
つ
い
て
も
、
『
山
梶
記
』
養
和
二
年
（
＝
八
二
）
二
月
二
日
条
で
は
、
禁
中
が
職
な
の
で
御

修
法
の
た
め
の
御
衣
を
陣
口
か
ら
壇
所
へ
送
ろ
う
と
し
て
い
る
。
一
方
で
は
依
然
と
し
て
邸
宅
内
（
衛
門
陣
内
）
を
繊
な
ど
の
範
囲
と
す
る
空

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

問
認
識
も
存
在
し
続
け
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
例
か
ら
邸
宅
外
の
陣
中
空
間
は
、
一
二
世
紀
後
半
以
降
に
な
っ
て
く
る
と
、
次
第
に
邸
宅
内
陣

中
空
間
の
性
質
と
の
混
同
が
起
こ
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
平
安
末
期
以
降
の
邸
宅
内
陣
中
・
邸
宅
外
陣
中
の
性
格
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　
里
内
裏
と
は
、
律
令
的
な
絶
対
的
権
威
の
天
皇
か
ら
権
門
と
し
て
の
相
対
的
権
威
の
天
皇
へ
の
変
化
を
、
如
実
に
示
す
皇
居
形
態
で
あ
っ
た

と
考
え
る
。
本
稿
で
は
そ
の
里
内
裏
が
本
宮
化
す
る
契
機
を
見
た
が
、
里
内
裏
そ
の
も
の
に
検
討
が
終
始
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
政
治
過
程
と

の
関
係
や
、
平
安
京
の
変
容
に
お
け
る
里
内
裏
の
位
置
付
け
な
ど
、
論
ず
べ
き
問
題
に
論
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
残
さ
れ
た
課
題

は
多
い
が
、
ひ
と
ま
ず
こ
こ
で
欄
筆
す
る
。
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①
桃
崎
有
一
郎
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
こ
の
陣
中
概
念
は
、
臣
下
の
下
乗
を
強
制

　
す
る
王
宮
の
権
威
の
標
識
と
し
て
戦
国
期
ま
で
機
能
し
続
け
る
と
い
う
（
は
じ
め

　
に
注
⑦
前
掲
論
文
）
。

②
な
お
、
史
料
に
あ
る
よ
う
に
、
宮
城
内
諸
司
は
御
物
忌
に
参
籠
す
る
場
所
の
範

　
囲
外
で
あ
る
の
で
、
「
大
内
大
垣
内
に
准
じ
て
」
と
い
う
こ
と
自
体
、
本
来
は
誤

　
つ
た
認
識
で
あ
り
、
そ
れ
を
「
尤
不
知
子
細
也
」
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

③
『
山
塊
記
駈
永
暦
二
年
（
一
二
企
）
七
月
二
八
目
条
に
は
「
卯
刻
参
内
、
〈
依

　
御
物
忌
自
夜
前
宿
西
町
茅
屋
陣
中
籠
也
、
禁
中
無
可
上
之
所
要
、
〉
」
と
あ
り
、
内

　
裏
内
に
は
御
物
忌
に
籠
も
る
た
め
の
適
当
な
場
所
が
な
い
た
め
陣
中
で
あ
る
西
町

　
に
籠
も
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
の
よ
う
な
先
例
が
増
え
、
次
第
に
認
識
が
変
化

　
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

④
　
章
信
は
こ
の
と
き
右
衛
門
権
佐
で
検
非
違
使
で
あ
っ
た
。

⑤
た
と
え
ば
、
『
玉
葉
睡
安
元
二
年
（
＝
七
六
）
一
〇
月
二
六
日
条
で
は
遺

　
詔
・
選
令
を
左
衛
門
七
二
で
外
記
に
付
し
て
お
り
、
州
明
月
尊
覧
建
久
三
年
（
一

　
「
九
二
）
　
二
月
＝
二
日
条
で
も
遺
詔
を
「
門
外
〈
左
衛
門
陣
直
路
内
、
〉
」
で
外
記

　
に
付
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
噸
玉
葉
』
建
久
三
年
三
月
～
九
日
条
に

　
は
「
次
同
宗
卿
已
下
公
卿
井
殿
上
人
於
中
陣
外
〈
西
洞
院
面
北
門
北
斜
脚
、
〉
着

　
虚
血
了
」
と
あ
り
、
素
服
を
着
す
る
の
も
邸
宅
門
外
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
な



　
お
、
い
ず
れ
も
里
内
裏
は
閑
院
。

⑥
野
口
孝
子
氏
は
、
「
「
花
の
御
所
扁
室
町
殿
と
裏
築
地
」
（
㎎
学
生
会
館
・
寒
梅
館

　
地
点
発
掘
調
査
報
告
導
師
同
志
社
大
学
歴
史
資
料
館
、
　
一
〇
〇
五
年
）
に
お
い
て
、

　
裏
築
地
の
検
討
か
ら
、
陽
明
門
代
と
し
て
陣
中
概
念
は
存
続
し
た
も
の
の
、
侵
入

〔
付
記
〕
　
脱
稿
後
、
桃
崎
有
　
郎
氏
「
中
世
黒
内
裏
の
空
間
構
造
と
「
陣
」
」
（
欄
日
本
歴
史
函

　
　
　
言
及
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
あ
わ
せ
て
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
リ
ヨ
町
四
方
空
聞
は
現
実
的
に
は
南
北
朝
期
に
は
解

消
し
た
と
す
る
。
こ
れ
は
本
文
で
触
れ
た
性
格
の
変
化
と
は
異
な
る
、
よ
り
後
の

時
代
の
変
化
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

六
八
六
、
二
〇
〇
五
年
）
が
発
表
さ
れ
た
。
本
稿
と
梱
る
部
分
も
多
い
が
、
本
稿
中
で

（
京
都
大
学
大
学
院
聴
講
生
）

平安時代中後期の里内裏空間（中町）

ρ
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The　Spatial　Stucture　of　the　Sato－Dairi（里内裏）

　　　　　in　the　Middle　and　Late　Heian　Period

by

NAKAMACH正Mikako

　　The　s倣）一dairi血；st　appeared　du血g　the　mid－Heian　period　when　the　Heiankyu－

dairi　（origir｝aky　the　residence　of　the　emperor）　bumed　down　and　it　became　a　tem－

porary　imper｛al　residence　in　Heiankyo（sato里）．Thereafter，　the　sato－dairi　gradua正一

ly　came　to　replace　the　Heiankyu－dairi．　Previous　studies　have　pointed　out　that　in

regard　to　the　spatial－stnicture　of　the　sato－dairi　there　existed　a　residential　area　cal－

Ied　the伽漉24（陣中）that　extended　out　for　a　distance　of　three　cho（町）in　each

direction，　pattemed　on　the　1｛eiankyu．　These　findmgs　are　an　irnportant　factor　in

considering　the　character　and　significance　of　the　sato－dairi．　However，　1　believe

there　has　been　insuthcient　consideration　given　to　the　formation　aRd　changes　in　the

ji　chu，　and　thus　1　have　carTied　out　a　re－exarnination　of　the　ji　chu　in　this　s£udy　and

arrived　at　the　following　conclusions．　1　believe　there　were　two　jinchu　in　the　sato－

dairi．　One　jinchu　assumed　the　character　of　the　jinchu　in　the　Heiankyu－dairi，　with

gate　of　the　residence　serving　as　its　border．　The　second　jinchu　extended　outward

3－cho　every　direction　from　tke　residence．　The　latter　was　formed　at　an　end　in　the

eleventh　century．　1　have　concluded　that　its　formation　was　a　turning　point　in　the

development　of　the　character　of　the　sato－dairi，　and　it　can　be　judged　a　part　of　a

series　of　changes　in　the　imperial　palace　system　instituted　from　the　time　of　the

Emperor　Shirakawa．

（620）


